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美
術
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
12
〜
13
歳
の
ピ
カ
ソ
が
描
い
た
素
描
は
、
す
で
に
芸
術
家

と
し
て
の
域
に
達
し
て
い
ま
す
。
ピ
カ
ソ
は
93
年
の
生
涯
に
約
15
万
点
の
作
品
を
残
し
ま
し

た
が
、
神
を
も
凌
駕
す
る
そ
の
創
作
意
欲
は
終
生
衰
え
る
こ
と
な
く
、
常
に
新
し
い
表
現

方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。

e
c
o
m
s
の
ア
ル
ミ
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
は
、

お
客
さ
ま
の
用
途
に
応
じ
て
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み

替
え
る
こ
と
で
自
由
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
可

能
な
製
品
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
部
材
で

あ
る
高
品
質
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
な
せ
る
業

で
も
あ
る
の
で
す
。

神なんて
まったくそこらの芸術家と変わらない。
キリンを、象をつくって、猫。
信ずる流儀などなく、
前と違うものをただつくり続ける。
パブロ・ピカソ

God is really only another artist. 
He invented the giraffe, the elephant and the cat. 
He has no real style, He just goes on trying other things.



ecoms 43 03ecoms 4304

第
2
四
半
世
紀
を
迎
え
る
S
U
S

S
U
S
は
来
年
、創
業
25
年
目
を
迎
え

ま
す
。再
来
年
に
は
、新
た
な
四
半
世
紀
に

歩
を
進
め
、『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
が

1
9
8
3
年
に
企
業
デ
ー
タ
分
析
の
結
果

か
ら
発
表
し
た「
会
社
の
寿
命
」で
あ
る
30

年
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、S
U
S
は
主
要
製
造
4
拠

点
に
東
京
を
加
え
た
5
事
業
所
の
下
、カ

タ
ロ
グ
に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
営
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。4
+
1
の
内
訳
は
、

1
9
9
2
年
6
月
、静
岡
県
の
旧
清
水
市

尾
羽
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
静
岡
事
業
所
、

2
0
0
4
年
6
月
の
九
州
事
業
所
、
05
年

5
月
の
福
島
事
業
所
、
07
年
3
月
の
滋
賀

事
業
所
と
、
95
年
3
月
に
営
業
所
と
し
て

開
設
し
た
東
京
事
業
所
で
あ
り
、す
べ
て

に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
し
、製
造
4
拠

点
で
は
製
品
群
と
生
産
施
設
を
一
度
に
見

学
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

本
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
、F
A
事
業
を

主
と
し
て
、お
客
さ
ま
が
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
生
産
、商
取
引
の
体

制
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
一
環

と
し
て「
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
の
フ
ロ
ン

ト（
お
客
さ
ま
に
対
す
る
窓
口
）」の
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、「
適
時
に
、

適
価
で
、適
材
適
役（
お
客
さ
ま
の
望
む
材

料
、機
能
）を
提
供
す
る
」仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

F
A
事
業
部
に
お
け
る 

B 

to 

B

F
A
と
は
、フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
の
略
で
、工
場
の
設
備
を
自
動

化
し
、生
産
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

S
U
S
の
F
A
事
業
で
は
、各
種
ア
ル
ミ

フ
レ
ー
ム
を
用
い
た
F
A
向
け
機
械
装
置

お
よ
び
標
準
機
器
の
設
計
開
発
、製
造
、販

売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。F
A
事
業
は
、い

わ
ゆ
る
B 

to 

B
で
あ
り
企
業
間
の
商
取

引
で
す
。そ
こ
に
は
、企
業
対
消
費
者
の
商

取
引
で
あ
る 

B 

to 

C
と
比
較
し
て
、一

般
的
に
、次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

1

　利
用
者
と
購
買（
決
定
）者
が
異
な
る
。

2

　取
引
の
対
象
は
高
価
格
、あ
る
い
は
、

大
量
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

3

　（購
買
）意
思
決
定
者
が
複
数
い
る
。

4

　決
定
過
程
が
形
式
的
で
、時
間
も
掛

か
る
。

し
か
し
、S
U
S
の
F
A
事
業
で
は
、B 

to 

B
の
前
提
で
あ
る「
利
用
者
と
購
買
者

が
異
な
る
」こ
と
が
少
な
い
た
め
、創
業
よ

り
数
年
を
経
て
か
ら
、B 

to 

C
の
手
法
で

あ
る
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ（
営
業
）を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
組
立
に
は
特
殊

な
技
術
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、各
種
改

善
ア
イ
テ
ム
や
、棚
、作
業
台
、動
力
を
使

用
せ
ず
に
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
現
場
の

省
力
化
や
自
動
化
を
行
う
か
ら
く
り
な
ど

の
製
作
に
お
い
て
、生
産
ラ
イ
ン
の
作
業

者
が
設
計
に
参
加
し
、自
ら
組
み
立
て
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。企
業
内
の
事
務
処

理
の
関
係
で
、3
、4
の
傾
向
は
あ
り
ま
す

が
、S
U
S
の
F
A
事
業
で
は
、利
用
者
と

購
買（
決
定
）者
が
同
じ
場
合
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
す
。

そ
こ
で
、S
U
S
で
は
製
造
4
拠
点
の

下
に
サ
テ
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
、お
客
さ
ま

に
直
結
す
る
営
業
基
地（
シ
ョ
ッ
プ
）を

配
置
し
、前
述
の「
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

の
フ
ロ
ン
ト
」の
改
革
を
進
め
る
予
定
で

す
。営
業
基
地
に
は「
営
業（
販
売
）+
倉

庫
+
加
工
・
組
立
+
配
送
」と
い
う
複
合

機
能
を
持
た
せ
、よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
構
築
を
実
現
し
ま
す
。こ
こ
に
は
、

長
年
の
官
僚
化
に
よ
る
会
社
と
し
て
の

機
能
の
低
下
、す
な
わ
ち
、肥
大
化
に
よ

る
組
織
の
硬
直
化
を
防
ぐ
べ
く
、コ
ン
パ

ク
ト
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
、創
業
当
時

の
積
極
的
な
姿
勢
を
維
持
す
る
狙
い
も

あ
り
ま
す
。

ecom
s

事
業
部
に
お
け
る 

B 

to 

C

前
号
で
も
述
べ
た
と
お
り
、H
A
事
業

す
な
わ
ち
、エ
コ
ム
ス
事
業
は
、
02
年
10
月

の
立
ち
上
げ
と
同
時
に
静
岡
に
、翌
年
9

月
に
は
東
京
に
シ
ョ
ッ
プ
を
兼
ね
た
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
を
設
置
し
、W
E
B
サ
イ
ト
で

の
情
報
発
信
も
開
始
し
ま
し
た
。
03
年
1

月
に
は
ア
ル
ミ
情
報
誌『ecom

s

』を
創
刊

し
、3
月
に
は
J
A
P
A
N 

S
H
O
P
に

初
出
展
。
04
年
1
月
に
カ
タ
ロ
グ『ecom

s 
hall &

 M
ATERIALS

』を
発
刊
し
ま
し
た
。

エ
コ
ム
ス
事
業
は
、W
E
B
+
P
R
誌
+

展
示
会
+
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
4
媒
体
と
2

カ
所
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
い
う
販
売
チ
ャ

ネ
ル
で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開
を
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

エ
コ
ム
ス
事
業
に
お
け
る
ア
ル
ミ
家

具
、建
築（
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
）は
、B 

to 

C 

で
あ
り
、個
人
顧
客
す
な
わ
ち
、

Consum
er

（
一
般
消
費
者
）向
け
の
商
取

引
と
な
り
ま
す
が
、待
合
室
、喫
煙
ブ
ー

ス
の
営
業
先
は
、鉄
道
や
道
路
事
業
者
な

ど
の
企
業
で
あ
り
、B 

to 

B 

と
い
え
ま

す
。ま
た
、ア
ル
ミ
家
具
で
も
、設
計
者
が

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、Y
テ
ー
ブ
ル
が
採
用（
購

買
）さ
れ
る
場
合
、エ
コ
ム
ス
事
業
部
員

は
ま
ず
、設
計
者
に「
デ
ザ
イ
ン
性
」な
ど

を
P
R
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。同
時

に
、設
計
者
を
通
じ
て
、工
事
を
担
当
す

る
展
示
装
飾
会
社
が「
耐
久
性
」な
ど
を
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
主
が「
使
い
勝
手
」な

ど
を
精
査
し
、採
用
可
否
が
決
ま
り
ま

す
。直
接
テ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
来
店

者
、す
な
わ
ち
C
は
、Y
テ
ー
ブ
ル
な
ど

で
つ
く
ら
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
で
料

理
を
食
べ
、そ
の
味
や
店
の
雰
囲
気
を
楽

し
む
の
み
で
、Y
テ
ー
ブ
ル
の
採
用
決
定

に
は
直
接
関
わ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
を
B
と

C
を
用
い
て
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

B（
エ
コ
ム
ス
事
業
部
） 

to 

B（
設
計
会
社
） 

to 

B（
展
示
装
飾
会
社
） 

to 

B（
レ
ス
ト
ラ
ン
） 

to 

C（
来
店
客
、す
な
わ
ち
、一
般
消
費
者
）

こ
れ
を
、
エ
コ
ム
ス
事
業
部
を
「
e

（ecom
s

）」、（
購
買
）意
思
決
定
者（
設
計

者
、展
示
装
飾
会
社
、レ
ス
ト
ラ
ン
店
主
）

を「
D（D

ecision m
aker

）」、そ
し
て
、来

店
客
を
Y
テ
ー
ブ
ル
の
利
用
者
と
し
て

「
U（U

ser

）」と
表
す
と
、次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

e（
エ
コ
ム
ス
事
業
部
） to 

D（
設
計
会
社
） 

to 

D（
展
示
装
飾
会
社
） 

to 

D（
レ
ス
ト
ラ
ン
）  

to 

U（
来
店
客
、す
な
わ
ち
、一
般
消
費
者
）

こ
れ
は
、「
利
用
者
と
購
買（
決
定
）者
が

異
な
る
」た
め
、B 

to 

C
で
は
な
く
、B 

to 

B
、す
な
わ
ち
企
業
間
の
取
引
と
い
え

ま
す
。ち
な
み
に
、エ
コ
ム
ス
事
業
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
は
、移
転
や
閉
鎖
な
ど
を
経

て
、現
在
は
シ
ョ
ッ
プ
機
能
を
廃
し
、東

京
事
業
所
と
静
岡
事
業
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

S
U
S
、
エ
コ
ム
ス
事
業
部
に

お
け
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

エ
コ
ム
ス
事
業
で
は
、昨
年
のJapan 

H
om

e &
 B

uilding Show

や
今
年
の

J
A
P
A
N 

S
H
O
P
で
、人
気
商
品
で

あ
る
グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
と
同
様
に
、付

加
価
値
の
高
い
シ
ス
テ
ム
製
品
と
し
て
、

シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
シ
ェ
ル

フ
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。来
年
度
に
は
、

t2

も
販
売
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
よ
り
F
A
事
業
を
中
心
に
展
開

を
進
め
て
い
る
営
業
基
地（
シ
ョ
ッ
プ
）に

は
、同
時
に
エ
コ
ム
ス
事
業
の「
お
客
さ
ま

の
フ
ロ
ン
ト（
窓
口
）」も
、併
設
し
て
い
く

計
画
で
す
。そ
こ
で
は
、単
品
と
し
て
の
展

示
で
は
な
く
、S
U
S
社
員
が
使
用
す
る

事
務
室
・
会
議
室
を
、シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル

な
ど
の
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
、新
た
に

販
売
代
理
店
と
な
っ
た
ハ
ー
マ
ン
ミ
ラ

ー
の
製
品
で
設
え
、生
き
た
施
工
事
例
・

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
構
築
し
ま
す
。さ
ら

に
、ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
や
各
種
パ
ー
ツ
が

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
加
工
・
組

立
さ
れ
る
工
程
も
見
学
で
き
、高
い
精
度

や
デ
ザ
イ
ン
性
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
現
在
、来
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
、
t2

を
中
心
と
す
るecom

s

ラ
イ
フ
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
製
造
拠
点
を
含
ん
だ
、首

都
圏
に
お
け
る
新
事
業
所
の
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。F
A
事
業
と
と
も
に
整
備

を
進
め
る
、エ
コ
ム
ス
事
業
の「
す
べ
て

の
お
客
さ
ま
の
フ
ロ
ン
ト
」開
設
に
ご
期

待
下
さ
い
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・
醸
成

Ｓ
Ｕ
Ｓ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長 

石
田
保
夫

静岡ショールーム　2002年～2007年東京ショールーム 神宮前　2004年～2005年福岡ショールーム　2007年～2009年
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［連　載］動く建築 14
Heatherwick Studio

情報をオープンにすることで、建築の質と住み手の信頼を高める
フリーダムアーキテクツデザインによる建築知識研究所

47
［連　載］アルミ・カレント

表紙写真／大塚光一郎
SUS株式会社のHA（ホームオートメーション）事業を象徴する、アルミ建築はじめ建材、部材、オーダーメイド家具の専門ブランドecoms（エコムス）。
アルミ製の建材をユニット化し製品化するとともに、アルミを用いたソリューションビジネスを展開しています。
情報誌『ecoms』は、広くアルミに関する知識・情報をお伝えするとともに、ecomsブランドのイベント情報や製品情報をお伝えするものです。
併せてWEBサイトでも、同じ情報をご覧いただけます。　http://ecoms.sus.co.jp 
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System Wall
Aluminium

アルミシステムウォール

アルミシステムウォールは、機能を持つ壁。これで
仕切れば、即、目的の空間や壁面が出来上がります。
アルミパネルやガラスはもちろんのこと、ホワイト
ボード、棚、マガジンラックといった機能を持つ壁
がラインアップされており、目的に応じてお選びい
ただくことができます。また、専用のデスクやブラ
インド、ロールカーテンが、トータルコーディネー
トされたインテリアを実現します。

機能を持つウォール（壁）がつくる目的空間

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

パーティション　標準+欄間 ( ガラス )
¥190,000

ドア +欄間 ( ガラス )
¥76,000

ドア +欄間 ( 開口 )
¥72,000

パーティション（中間シェルフボード）
¥220,000

パーティション（中間ホワイトボード）
¥190,000

パーティション　標準+欄間 ( 開口 )
¥170,000

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

1,000 1,000 1,000 1,0001,000

3,
00
0

3,
00
0

1,000 1,000 1,000

1,000 1,0001,000

※現場施工費・運送費は含みません。
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❻
❻

❽

❶

❹
❹

❺❷ ❸

❼

SWフレームカバーSWデスク

ホワイトオーク

メープル

アメリカンチェリー

ウォールナット

❶❷

SWホワイトボード

❸

SWロールカーテン

❹

SWブラインド

❺

SWドア
価格は8ページを参照してください。¥45,000（1m）¥23,000（1m）価格は8ページを参照してください。

❻

SWマガジンラックSWシェルフ
¥8,800（1段、1m）

パネル ￥23,000（1m×1m）
棚 ￥2,600（1本、1m）

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

❽ ❼

アルミの強度はそのままに。柔らかい木質感をもたらします（開発中）。

壁がそのまま白板に。
メモに会議に活躍します。

視線や光を適切に遮断。
枠にカチッと納まります。

視線や光をしっかり遮断。
枠に柔らかく納まります。

規格化された無駄のない仕様。
希薄な存在感が自慢です。

壁がそのままマガジンラック。ウォールに機能が生まれます。
写真は幅 2m。価格に背面の壁は含まれません。
ガラス、アルミパネル、白板、いずれにも取り付けることができます。

溝にあわせて掛けるだけ。
奥行き 175mm の棚板はディスプレイに最適です。

デスクの脚は多くて 2 本。スペースを無駄にしないデスクです（開発中）。

※現場施工費・運送費は含みません。
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Y table
Yテーブル

アルミ押出材によるＹ字型の幕板と100φの力強い脚に
デザイン的な特徴を持たせたテーブルです。
天板にはアルミ、ガラスの 2種類を用意。材質、大きさ、
ともに豊富なバリエーションで、さまざまな用途に対応
します。
リビングに、ダイニングに、オフィスに、場所を選ばない、
機能美あふれる大形テーブル。2003年の発売以来、皆
さまに愛されている ecoms を代表するテーブルです。

機能美あふれるテーブル

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

3000

1800200022002400

S

M

L

XL-1 XL-2

XXL
1200

880

1040

S （1,800×880mm） ：￥185,000
M （2,000×880mm） ：￥195,000
L （2,200×880mm） ：￥205,000

XL-1 （2,400×1,040mm） ：￥240,000
XL-2 （2,400×1,200mm） ：￥280,000
XXL （3,000×1,200mm） ：￥320,000

※天板は強化ガラス厚さ 15ｍｍ。裏面飛散防止フィルム貼り。全高は全タイプ 700ｍｍ。
　現場施工費・運送費は含みません。
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Grid Shelf
グリッドシェルフ

押出と嵌合というアルミの技術を用いることで、厚さ 10mm
の棚が実現しました。基本グリッドは 350×350mm と
400×400mm。奥行きは 1mm単位で指定可能です。
＋字型、Ｉ字型、Ｔ字型、Ｌ字型の 4 つの基本部材で構成されて
おり、場所や用途、ご予算によって、お客さまのほしいシェル
フをデザインいただけます。お引っ越しや模様替えに合わせて
組み替えも可能。増やせる、減らせる、長く使えるシェルフです。

10mmの垂直線と水平線・アルミ×アルミのシェルフ

■スタンダードフレーム／オプションフレーム

■350ミリと400ミリ、2種類の基本グリッドサイズ

グリッドシェルフS
十字型
KEF-GS14

グリッドシェルフS
T字型
KEF-GS34

グリッドシェルフS
L字型
KEF-GS44

グリッドシェルフS
ラウンドL字型
KEF-GS94

グリッドシェルフS
棚受けA
KEF-GS74

グリッドシェルフS
棚受けB
KEF-GS84

グリッドシェルフS
補強フレームA
KEF-0704

グリッドシェルフS
補強フレームB
KEF-0714

グリッドシェルフS
ワイドI字型
KEF-GSW4

グリッドシェルフS
I字型
KEF-GS24

グリッドシェルフS
SI字型
KEF-GS64

グリッドシェルフS2
MI字型
KEF-1214

グリッドシェルフS2
SMI字型
KEF-1224

グリッドシェルフS2
コーナーM
KEF-0694

https://www.sus.co.jp/ecoms/gssimulator/グリッドシェルフに関する情報や、簡易お見積WEBサイトはこちら

▲

・グリッドサイズ (400 X 400)

十字型：KEF-GS14

L字型：KEF-GS44

MI字型：KEF-1214

T字型：KEF-GS34

SMI字型：KEF-1224

・グリッドサイズ(350 X 350)

十字型：KEF-GS14

L字型：KEF-GS44

I字型：KEF-GS24

T字型：KEF-GS34

SI字型：KEF-GS64

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

￥47,500 ￥48,000

※奥行き 300mm、組立出荷、組図含む、税抜き、送料別途

※現場施工費・運送費は含みません。
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2

出屋敷

尼崎
阪神電鉄本線

阪神高速 3 号線

蓬
川

旧
左

門
殿

川

アクセス詳細
http://www.sus.co.jp/
network_domestic/osaka_eigyo.php

食堂
会議室

グリッドシェルフ

システムウォール

ショールームスペース

応接室

グリッドシェルフ

執務スペース

出入口

Yテーブル

※大阪サテライト（大阪営業所）は、2015 年 10 月 1 日より iD shop（アイディー・ショップ）大阪に名称が変更となりました。
　埼玉、北九州、仙台の各サテライト（営業所）も、それぞれ iD shop 埼玉、iD shop 北九州、iD shop 仙台に変更となっています。

大
阪

大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
2
0
1
5
年
5
月
7
日
に
稼

働
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
兵
庫
県
尼
崎
市
西
向
島
町
。

最
寄
り
の
駅
は
、
阪
神
電
鉄
の
出
屋
敷
駅
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
構
え
た
大
き
な
理
由
は
、
名

神
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
3
号
神
戸
線
、
同
5
号
湾

岸
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
と
い
う
、
そ
の
立
地
に

あ
り
ま
す
。
設
立
当
初
、大
阪
、兵
庫
、奈
良
、和
歌
山
、

京
都
、
滋
賀
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
近
畿
圏
の
み
な
ら
ず
、

北
陸
3
県
と
岡
山
、
鳥
取
を
含
む
、
2
府
9
県
、
広

範
な
エ
リ
ア
を
管
轄
す
る
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て

は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
10
月
に
滋
賀
サ
テ
ラ
イ
ト

が
開
設
さ
れ
た
の
で
、
滋
賀
、
京
都
、
北
陸
3
県
は

滋
賀
サ
テ
ラ
イ
ト
が
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

家
電
王
国
・
大
阪
と
い
っ
た
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
シ
ャ
ー
プ
、
三
洋
と
い
っ
た
メ
ー

カ
ー
が
大
阪
を
発
祥
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
い
っ

た
呼
び
名
が
流
布
し
て
い
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
も
こ
の
例
に
漏
れ
ず
、
電
機
、
電

子
と
い
っ
た
分
野
の
お
客
さ
ま
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
先
に
挙
げ
た
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、最
近
で
は
、液
晶
、

半
導
体
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
家
電
以
降
、

急
速
に
成
長
し
て
い
っ
た
分
野
を
手
掛
け
る
お
客
さ

ま
と
も
取
引
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て

も
日
本
第
2
の
都
市
、
電
機
・
電
子
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
お
客
さ
ま
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
計
画
に
当
た
っ

て
、
も
っ
と
も
大
切
に
し
た
こ
と
は
開
放
感
で
す
。

訪
れ
た
人
が
、
受
付
脇
の
応
接
室
で
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
、
た
だ
帰
る
の
で
は
な
く
、
製
品
か
ら
、
空
間

の
設
え
、
働
い
て
い
る
人
の
気
配
ま
で
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
S
U
S
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の
中
で
も
っ
と
も
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
長
さ
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
上
部
も
現
在
は
空
調
の
関
係
か
ら
樹
脂
パ
ネ

ル
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
構
想
で
は
何
も
入
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
せ
る
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
構

想
は
そ
も
そ
も
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
独
自
の
も
の
で
は

な
く
、
S
U
S
の
方
針
で
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
で

は
そ
れ
を
独
自
の
解
釈
で
一
歩
進
め
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
開
放
的
に
す
る
こ
と
の
意
義
と
し
て
、
も
う

1
つ
挙
げ
て
く
れ
た
の
は
防
犯
で
す
。
常
に
受
付
を

置
い
て
お
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う

も
い
き
ま
せ
ん
。
人
が
入
っ
て
き
た
こ
と
を
す
ぐ
に

感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
、
そ
れ
が
大
阪
サ
テ

ラ
イ
ト
の
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。

大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
こ
の
1
枚
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
、
基
本
的
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
側
か
ら
は
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
側
か
ら
は
簡
単
な
収
納

と
白
板
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

側
に
は
、
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
に
設
け
た
溝
を
利
用
し
て

棚
を
設
け
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
テ
ム
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
す
べ
て
の
フ
レ
ー
ム
の
カ
ッ

ト
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま

り
の
数
の
多
さ
に
断
念
し
た
と
の
こ
と
。
と
は
い
え
、

使
う
素
材
に
よ
っ
て
、
開
放
的
に
も
閉
鎖
的
に
も
で

き
て
、
か
つ
単
に
間
仕
切
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム

ウ
ォ
ー
ル
は
、
こ
こ
で
大
き
な
真
価
を
発
揮
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
西
圏
で
は
滋
賀
に
し
か
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

が
な
か
っ
た
た
め
、
滋
賀
か
ら
離
れ
た
お
客
さ
ま
に

実
際
の
製
品
や
組
立
品
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

ま
り
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
阪
サ
テ

ラ
イ
ト
が
で
き
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と
、
見
に

行
き
た
い
と
い
う
お
客
さ
ま
が
殺
到
。
オ
ー
プ
ン
か

ら
2
カ
月
の
間
に
20
社
ほ
ど
の
来
場
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
今
後
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ま
も
増
え
て

い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
展
示
や
位
置
、
パ
ネ

ル
の
種
類
な
ど
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
も
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
の
特
徴
で
す
の
で
、

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
な
大
阪

サ
テ
ラ
イ
ト
で
す
。

Satellite

開
放
感
を
大
切
に
仕
切
る

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

※企画段階のスケッチのため
　実際のサテライトとは異なる箇所があります
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463

105

東川口

綾
瀬
川

戸塚榎戸公園

武蔵野線

埼
玉
高
速
鉄
道

アクセス詳細
http://www.sus.co.jp/
network_domestic/saitama_eigyo.php

事務室
グリッドシェルフ システムウォール

ショールームスペース

Yテーブル

会議室

食堂

出入口

埼
玉

Satellite
埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
の
あ
る
埼
玉
県
川
口
市
東
川
口
は

知
る
人
ぞ
知
る
交
通
の
要
所
で
す
。
東
北
自
動
車
道

と
東
京
外
環
自
動
車
道
が
交
わ
る
川
口
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
近
い
こ
と
か
ら
、
首
都
高
速
道
路
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
常
磐
道
、
関
越
自
動
車
道
、
中
央
自

動
車
道
が
利
用
し
や
す
く
、
関
東
甲
信
越
の
み
な
ら

ず
東
北
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
の
で
す
。
関
東
は

言
わ
ず
と
知
れ
た
大
都
市
圏
。
あ
る
特
定
の
エ
リ
ア

に
メ
ー
カ
ー
が
固
ま
っ
て
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
お
客
さ

ま
が
存
在
し
、
そ
う
い
っ
た
お
客
さ
ま
す
べ
て
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
の
思

い
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
営
業
パ
ー

ソ
ン
は
広
範
な
知
識
を
も
っ
て
対
応
し
な
く
て
は
な

ら
ず
、
大
変
難
し
い
エ
リ
ア
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
O
A
機
器
、

家
電
、
自
動
車
、
物
流
と
い
っ
た
メ
ー
カ
ー
の
お
客

さ
ま
が
多
い
の
が
、
埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
が
管
轄
す
る

関
東
甲
信
越
エ
リ
ア
の
特
徴
で
す
。

埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
特
徴
は
、
無

駄
の
な
い
こ
と
で
す
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
組
み
込
み
、
予
定
や
メ
モ
な
ど
が
容

易
に
記
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
ア
ル
ミ
パ
ネ

ル
に
は
溝
を
利
用
し
て
棚
を
設
置
し
、
場
所
に
よ
っ

て
は
フ
ッ
ク
を
掛
け
る
な
ど
し
て
、
壁
が
壁
に
終
わ

ら
ず
に
何
ら
か
の
役
割
を
持
つ
高
機
能
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
オ
フ
ィ
ス
内
で
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
用
い
る
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
場
所
を
区
別
す
る

必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
を
置

い
て
、
空
間
を
仕
切
り
ま
し
た
。
こ
の
グ
リ
ッ
ド
シ
ェ

ル
フ
は
両
側
か
ら
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
客

さ
ま
の
側
か
ら
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
オ
フ
ィ
ス
側
か

ら
は
棚
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
天
井
に
傾
斜
が

つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
照
明
で
あ
る
蛍
光
灯
が

埋
め
込
み
で
は
な
く
天
井
に
直
付
け
さ
れ
た
タ
イ
プ
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け
が
決
し
て
容
易
で
は

な
い
空
間
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー

ル
は
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
構
造
材
と
な
る
ア
ル
ミ
フ

レ
ー
ム
は
1
mm
単
位
で
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ア
ジ
ャ
ス
タ
と
の
併
用
で
、
堅
牢
な
設
置
が
可

能
に
な
る
の
で
す
。

今
後
は
、
生
産
現
場
に
お
け
る
改
善
活
動
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
を
目
指
し
て
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
高
機
能
化
を
目
指
す
と
の
こ
と
、
シ

ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
の
新
し
い
オ
プ
シ
ョ
ン
が
、
こ
の

埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

無
駄
な
く
仕
切
る

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

※企画段階のスケッチのため
　実際のサテライトとは異なる箇所があります
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27

73

286

203

73
27

27

3

3

水巻

遠賀川

遠
賀
川

遠賀総合
運動公園

鹿児島
本線

アクセス詳細
http://www.sus.co.jp/
network_domestic/kitakyushu_eigyo.php

食堂
サーバ室、倉庫

事務室

グリッドシェルフ

エントランスホール
FA展示スペース

会議室B

システムウォール

Yテーブル

出入口

会議室A

ショールームスペース

北
九
州

Satellite
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
2
0
1
5
年
6
月
1
日
に

稼
働
し
ま
し
た
。
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
設
立
の
目
的
は
、

ズ
バ
リ
、
九
州
北
部
に
集
積
す
る
自
動
車
産
業
に
関

わ
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
早
く
、
よ
り
的

確
に
答
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
立
地
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
と
い
う
地
名
は
、

九
州
在
住
の
方
は
と
も
か
く
、
一
般
に
は
あ
ま
り
馴

染
み
の
あ
る
名
前
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
は
北
九
州
市
の
西
隣
に
位
置
し
、
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
工
場
を
車
で
30
分
か
か
ら
ず
に
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
る
利
便
性
の
高
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
の
管
轄
エ
リ
ア
は
福
岡
県
北
部

と
山
口
県
西
部
で
す
が
、
九
州
自
動
車
道
に
も
乗
り

や
す
い
立
地
で
あ
り
、
し
か
も
自
動
車
産
業
に
特
に

注
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
分
や
久
留
米
に
あ
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
に
対
し
て
も
ア
プ
ロ
ー
チ

を
進
め
て
い
ま
す
。

北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
を
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
す
っ
き

り
と
格
調
高
く
仕
切
ら
れ
た
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
は
そ
も
そ
も
あ
ま
り
間

仕
切
り
の
な
い
広
い
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ

ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
を
多
用
し
て
空
間
を
分
割
し
て
い

ま
す
。
そ
の
量
（
長
さ
）
は
サ
テ
ラ
イ
ト
中
最
大
。

と
は
い
え
、
決
し
て
閉
鎖
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、

ア
ル
ミ
の
清
潔
感
と
ガ
ラ
ス
の
透
明
感
を
生
か
し
た

開
放
感
溢
れ
る
分
割
が
実
現
し
ま
し
た
。
仕
切
ら
れ

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
を
多
用
し
、
全

体
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

こ
の
オ
フ
ィ
ス
に
い
る
と
広
々
と
し
た
空
間
に
い
る

よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ポ
イ
ン
ト

に
木
目
調
の
パ
ネ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、
高
級
感
の

あ
る
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
7
名
で
す

が
、
今
後
も
順
調
に
受
注
が
増
え
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー

を
増
強
し
て
い
く
予
定
で
す
。
し
か
し
、
例
え
メ
ン

バ
ー
が
倍
に
な
っ
て
も
、「
決
し
て
雑
然
と
し
た
印
象

の
オ
フ
ィ
ス
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
浜
崎
所
長

は
い
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
は
棚
や
白
板
と

い
っ
た
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

人
数
が
増
え
て
も
極
端
に
備
品
を
増
や
す
必
要
が
な

い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ア
ル

ミ
パ
ネ
ル
、
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
パ
ネ
ル
、
木
目
調
パ
ネ

ル
と
い
っ
た
壁
材
の
選
択
が
可
能
な
た
め
、
見
せ
る

べ
き
と
こ
ろ
は
見
せ
、
隠
す
べ
き
と
こ
ろ
は
隠
す
と

い
っ
た
こ
と
が
思
い
通
り
に
な
る
か
ら
で
す
。
今
後

の
展
開
も
楽
し
み
な
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
で
す
。

格
調
高
く
仕
切
る

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト

※企画段階のスケッチのため
　実際のサテライトとは異なる箇所があります
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137

8

137

235

235

23

137

4

45

4

仙台

東北
新幹
線 仙台市新田東

総合運動場

仙台市
陸上競技場

宮城野原

仙台市
陸上競技場

榴岡公園
宮城野原

榴ヶ岡

与兵衛沼公園

東北本線

東仙台

小鶴新田

苦竹陸前原ノ町

アクセス詳細
http://www.sus.co.jp/
network_domestic/sendai_eigyo.php

物置

事務室

グリッドシェルフ

システムウォール

ショールームスペース

出入口

Yテーブル

会議室

休憩室

※企画段階のスケッチのため
　実際のサテライトとは異なる箇所があります

仙
台

Satellite
仙
台
サ
テ
ラ
イ
ト
の
あ
る
卸
町
は
、
仙
台
駅
か
ら
東

へ
4
km
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
そ
の
名
の
と

お
り
卸
売
業
の
た
め
に
で
き
た
町
で
す
。
1
9
6
5

（
昭
和
40
）
年
、
仙
台
市
内
に
分
散
し
て
い
た
卸
売
業

者
が
団
結
し
て
、
も
と
も
と
田
ん
ぼ
だ
っ
た
土
地
に

仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
こ
と
を
発
端
と
し

て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
は
広
さ
52
ha
の
土
地

に
約
2
6
0
社
、
約
5
0
0
0
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

こ
の
卸
町
を
敷
地
に
選
定
し
た
理
由
は
、
産
業
の
集

積
地
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
仙
台
東
部
道
路
仙
台
東
イ
ン
タ
ー
に

近
く
、
自
動
車
移
動
に
大
変
便
利
な
場
所
で
す
。
仙

台
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
福
島
、
山
形
を
除
く
、
東
北
4

県
お
よ
び
北
海
道
を
管
轄
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
担

当
エ
リ
ア
の
広
さ
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
中
最
大
。
そ
れ

ゆ
え
に
お
客
さ
ま
を
訪
問
す
る
際
の
移
動
距
離
も
長

く
、
交
通
の
利
便
性
は
重
要
な
課
題
で
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
へ
の
出
荷
を
考
え
た
と
き
、
仙
台
港
に
近
い

と
い
う
点
も
敷
地
選
定
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

主
要
な
お
客
さ
ま
は
、
宮
城
県
お
よ
び
北
海
道
の
自

動
車
製
造
に
関
わ
る
メ
ー
カ
ー
、
岩
手
県
の
半
導
体

製
造
に
関
連
す
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
す
。

仙
台
サ
テ
ラ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
特
徴
は
、
透

明
感
が
高
い
こ
と
で
す
。
L
字
型
に
設
置
さ
れ
た
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
側
の
長
手
方

向
を
全
面
透
明
ガ
ラ
ス
と
し
、
ド
ア
も
透
明
な
樹
脂

と
す
る
こ
と
で
、
見
せ
る
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
S
U
S

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
大
限

実
現
し
ま
し
た
。
サ
テ
ラ
イ
ト
に
訪
れ
た
人
に
開
放

感
を
与
え
る
、
透
明
感
の
高
い
、
す
っ
き
り
と
し
て

明
解
な
オ
フ
ィ
ス
で
す
。

グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
の
収
納
や
白
板
お
よ
び
掲
示
板

機
能
は
奥
の
短
手
方
向
に
集
約
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
天
井
に
近
い
部
分
に
の
み
透
明
な
樹
脂
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
の
明
る
さ
や
軽
や
か
さ
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
、
圧
迫
感
を
ま
る
で
感
じ
ま
せ
ん
。

こ
の
面
の
外
側
、
通
路
側
の
部
分
に
は
会
社
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
仙
台
サ

テ
ラ
イ
ト
の
蛍
光
灯
も
、
埼
玉
サ
テ
ラ
イ
ト
同
様
、

埋
め
込
み
で
は
な
く
天
井
に
直
付
け
さ
れ
た
タ
イ
プ

で
す
。
構
造
材
と
な
る
フ
レ
ー
ム
の
長
さ
を
調
節
し
て
、

蛍
光
灯
を
跨
い
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
現
在
の
透
明
感
を
ど
う
維
持
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
す
。
売
上
が
さ
ら
に
伸
び

て
い
け
ば
当
然
、
書
類
や
資
料
な
ど
が
増
え
て
い
く

か
ら
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
の

オ
プ
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
、
成
輪
所
長
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
い
透
明
感
で
仕
切
る

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト
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ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
の
新
し
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
構
想

　
現
在
、Ｓ
Ｕ
Ｓ
・
Ｆ
Ａ
事
業
部
で
は
、「
お
客
さ
ま
に

直
結
す
る
営
業
（
販
売
）
基
地
」
を
お
客
さ
ま
の
近

傍
に
配
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
製
造
４
拠
点
と
東
京
事
務
所
に
設
置
さ

れ
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
は
異
な
り
、「
す
べ
て
の
お
客

さ
ま
の
フ
ロ
ン
ト
」
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
営

業
（
販
売
）＋
倉
庫
＋
加
工
（
組
立
）＋
配
送
」
と
い

う
複
合
機
能
を
持
ち
ま
す
。

　
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
営
業
基
地（
シ
ョ
ッ
プ
）は
、

昨
年
度
、
広
島
、
静
岡
、
厚
木
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
お
客
さ
ま
が
自
ら
製
品
を
受
け
取
り
に

来
て
頂
く
ほ
ど
に
好
評
で
あ
り
、
文
字
通
り
、「
お
客

さ
ま
の
フ
ロ
ン
ト
」
に
あ
る
「
お
客
さ
ま
に
直
結
す

る
営
業
基
地
（
シ
ョ
ッ
プ
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、鳥
栖
、福
島
、大
阪
、北
九
州
、埼
玉
、

仙
台
、
長
野
、
滋
賀
の
8
基
地
を
整
備
し
ま
す
。

　
エ
コ
ム
ス
事
業
は
、
こ
こ
３
、
４
年
、
待
合
室
、

喫
煙
ブ
ー
ス
の
建
設
を
中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

製
品
と
し
て
は
、
発
表
以
来
の
人
気
商
品
グ
リ
ッ
ド

シ
ェ
ル
フ
に
加
え
、
こ
の
特
集
の
初
め
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ア
ル
ミ
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
（
Ｓ

ウ
ォ
ー
ル
）、Ｙ
テ
ー
ブ
ル
、
そ
し
て
、
現
在
、
商
品

化
中
の
シ
ス
テ
ム
シ
ェ
ル
フ
と
い
っ
た
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
発
中
の
ｔ２
も
、
来
年
度
に
は
製
品
と
し
て
の
供

給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
も
、
ｔ２
「
住
む
た
め

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
が
加
わ
る
こ
と
で
多
彩
に
な
り
ま
す
。
来

年
度
よ
り
、
お
客
さ
ま
に
、ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
7
カ
所
を
大
都
市
圏
中

心
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現
在
の
静
岡
事
業
所
、
東

京
事
業
所
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
一
新
し
ま
す
。

　
そ
れ
ら
で
は
、ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
５
つ

の
ユ
ー
ス
に
分
け
て
、
お
客
さ
ま
に
体
験
し
て
頂
く
こ
と
を

中
心
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

パブリックスペース・ユース

待合室、喫煙ブース など

オフィス・ユース

アルミシステムウォール、Ｙテーブル、
グリッドシェルフ、システムシェルフ など

ハウジング・ユース

ｔ２による居住スペース など

イベント・ユース

ｔ２による仮設ブース など

サポート・ユース

ルーバー、天井耐震サポート材 など

サテライト

仙台

正式名称

仙台営業所

ハブ

福島

静岡

九州

滋賀

984-0002 宮城県仙台市若林区卸町東3-1-5 022-357-0780

福島 福島営業所 962-0728 福島県須賀川市虹の台21-1 0248-89-1222

埼玉 埼玉営業所 333-0801 埼玉県川口市東川口5-17-11 048-291-6033

厚木 厚木営業所 243-0021 神奈川県厚木市岡田2-7-23 046-230-0630

静岡 静岡営業所 439-0037 静岡県菊川市西方53 0537-29-7482

長野 長野営業所 399-0033 長野県松本市笹賀5652-20 0263-24-1002

滋賀 滋賀営業所 520-3306 滋賀県甲賀市甲南町柑子2002-10 0748-86-8820

大阪 大阪営業所 660-0857 兵庫県尼崎市西向島町97-2 06-6423-7380

広島 広島営業所 739-2211 広島県東広島市河内臨空団地1-1 082-420-7177

北九州 北九州営業所 807-0052 福岡県遠賀郡水巻町下二西2-2-3 093-701-4610

鳥栖 九州営業所 841-0005 佐賀県鳥栖市弥生が丘7-36 0942-87-5270

〒 住　所オフィシャルな
開設日 電　話

サテライトショップ全国展開

仙台
福島

埼玉
厚木

長野

静岡

滋賀

大阪

鳥栖
広島

北九州

2015年度中に

11カ所
設置

2015年6月22日

2015年4月 6日

2015年6月 1日

2014年9月 1日

2014年8月 4日

2015年9月 7日

2015年10月1日

2015年5月 7日

2014年6月 1日

2015年6月 1日

2004年6月18日

※サテライト構想とは、SUSの社内における新しい営業体制構築のためのプロジェクト名であり、
　ここで紹介する各サテライトの名称は、2015 年 10 月 1 日より iD shop（アイディー・ショップ）に統一されました。
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サ
テ
ラ
イ
ト
構
想
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事務室

FA製品展示スペース

エントランス

会議室B

会議室A

アルミシステムウォール

アルミシステムウォール

ハーマンミラーのチェア

グリッドシェルフ

Yテーブル

基
本
構
成

ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
の
新
し
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
構
成

　
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
の
新
し
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
、ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ

プ
ロ
ダ
ク
ト
を
お
客
さ
ま
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
で
あ

り
、
エ
コ
ム
ス
事
業
の
「
お
客
さ
ま
の
フ
ロ
ン
ト
（
窓
口
）」
の
機

能
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
事
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
営
業
拠
点
そ
の
も
の
が
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ

の
新
し
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
あ
る
も
の
と
、Ｆ
Ａ
事
業
の
サ
テ
ラ
イ

ト
的
な
営
業
拠
点
（
シ
ョ
ッ
プ
）
に
併
設
す
る
も
の
で
す
。

　
前
者
は
、
当
然
な
が
ら
Ｆ
Ａ
事
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
営
業
拠
点

と
同
数
、
2
0
1
5
年
度
末
ま
で
に
11
カ
所
と
な
り
、
ア
ル
ミ
シ
ス

テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
製
品
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
、
会
議
室
、
事
務
室
が
、
機
能
的
に
仕
切
り
、
プ

ラ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
レ
ッ
ド
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
、

会
議
室
は
ブ
ル
ー
（
あ
る
い
は
、
グ
レ
ー
）、
事
務
室
は
グ
リ
ー
ン

で
す
。
そ
こ
に
、Ｙ
テ
ー
ブ
ル
、
グ
リ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
な
ど
、
そ
し
て
、

ハ
ー
マ
ン
ミ
ラ
ー
の
チ
ェ
ア
（
Ｓ
ｅ
ｔ
ｕ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
）
が
配
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
快
適
な
、
機
能
的
な
空
間
に
、Ｓ
Ｕ
Ｓ
社
員
が
は
つ
ら
つ

と
働
い
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
ユ
ー
ス
の
施
工
事
例
で
あ
り
、「
生

き
た
」
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
す
。

　
後
者
は
、ｔ２

を
中
心
と
す
る
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク

ト
の
製
造
拠
点
で
も
あ
る
、
来
年
度
に
稼
働
を
目
指
す
首
都
圏
の

新
事
業
所
か
ら
始
ま
る
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
本

格
的
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
す
。
こ
の
新
事
業
所
も
含
め
７
カ
所
を
、

大
都
市
圏
で
の
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
前
ペ
ー
ジ
の
５
つ
の

ユ
ー
ス
別
に
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
ご
覧
頂
け
ま

す
。
前
者
も
同
様
で
す
が
、
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
や
各
種
パ
ー
ツ
が

製
品
と
し
て
加
工
・
組
立
さ
れ
る
工
程
も
見
学
で
き
、ｅ
ｃ
ｏ
ｍ

ｓ
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
高
い
精
度
や
デ
ザ
イ
ン
性
も
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

　
す
べ
て
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
会
議
室
で
、
お
客
さ
ま
が
Ｙ
テ
ー

ブ
ル
に
向
い
合
い
、Ｙ
テ
ー
ブ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
発
注
い
た
だ
く
こ
と
を
、
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。

Satellite

Graphic wall
イメージグラフィックとカラーリングを利用して、空間イメージを表現。

GFsample wall
オブジェのようなサンプル壁面を設置。

Y Table movie tower
Y テーブル部材で組んだモニタスタンドを設置。

Color Palette
エリア独自のカラーパレットを設定。

エントランス
（SUS レッド）

執務エリア 会議室 A 会議室 B

オ フ ィ ス ユ ー ス の た め の ラ イ フ ・ プ ロ ダ ク ト



神なんて
まったくそこらの芸術家と変わらない。
キリンを、象をつくって、猫。
信ずる流儀などなく、
前と違うものをただつくり続ける。
パブロ・ピカソ

エコムスマーケティングチーム　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F　TEL.03-5652-2393  FAX.03-5652-2394

ピ
カ
ソ
以
前
の
画
家
は
、
1
つ
の
視
点
か
ら
対

象
を
具
象
し
ま
し
た
。

ピ
カ
ソ
は
常
に
動
き
、三
次
元
的
視
野
で
対
象

を
観
察
し
、二
次
元
に
翻
訳
す
る
と
い
う
自
ら

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

先
人
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
絵
画
を
模
写
す
る
に
し
て

も
、
ピ
カ
ソ
が
描
く
と
実
に
多
彩
で
戯
画
と
も

い
え
る
表
現
と
な
り
ま
す
。

e
c
o
m
s
の
ア
ル
ミ
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
も
、

単
な
る
間
仕
切
り
と
し
て
で
は
な
く
、オ
フ
ィ
ス

の
雰
囲
気
づ
く
り
、効
率
化
、ひ
い
て
は
環
境
問

題
に
ま
で
も
配
慮
し
た
多
面
的
視
野
を
も
と
に

開
発
さ
れ
た
製
品
な
の
で
す
。

▲ベラスケス（1599～1660）「ラス・メニーナス」
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石
田
保
夫

S
U
S
は
、
工
場
の
生
産
設
備
の
合
理

化
や
改
善
と
い
っ
た
仕
事
を
生
業
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
ア
ル
ミ
の

魅
力
、
可
能
性
を
感
じ
、
ア
ル
ミ
を
主
に

扱
っ
た
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
は
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋

で
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
立

ち
位
置
か
ら
、
ど
う
現
実
に
対
し
て
切
り

込
み
を
入
れ
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
t2
に
関
し
て

「
こ
れ
は
建
築
で
は
な
い
、
住
む
た
め
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
逆
説
的
な
い
い
方
の
背
景
に

は
、
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋
と
い
う
私

た
ち
の
出
自
が
あ
る
の
で
す
。
実
際
に

t2
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
t2
は

建
築
で
は
な
く
車
で
す
。
建
築
は
必
ず
地

面
と
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

建
築
の
定
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
ャ
ス

タ
ー
が
つ
い
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

t2
は
建
築
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
の
で
す
。

増
や
せ
る
。減
ら
せ
る
。動
か
せ
る
。

 

石
田
保
夫

私
た
ち
は
t2
ユ
ニ
ッ
ト
を
現
場
で
は

つ
く
り
ま
せ
ん
。
工
場
で
製
作
し
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
t2
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
な
の

で
す
。
建
築
の
一
番
の
欠
点
は
、
ク
オ
リ

テ
ィ
や
コ
ス
ト
が
、
天
候
や
職
人
の
ス
キ

ル
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
で
す
。
工

場
で
生
産
す
れ
ば
、
そ
の
リ
ス
ク
を
大
幅

に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
1

つ
重
要
な
点
は
、
工
場
生
産
を
前
提
と
す

れ
ば
、
必
ず
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
は
生
産
さ
れ
た
も
の
が
動
か
せ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

を
導
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
築
は
、

時
代
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
社
会
の
変
化

が
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、

建
築
が
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る

の
か
、
私
は
常
に
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の

社
会
進
出
に
伴
う
晩
婚
化
、
地
方
都
市
の

市
街
地
の
衰
退
、
郊
外
型
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
老
朽
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
現
在
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

が
解
決
の
糸
口
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
普
通 

和
田
智

新
国
立
競
技
場
の
問
題
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
報
道
で
は
「
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
っ
た
言
葉
も
出
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
斬
新

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
斬

新
さ
や
新
し
さ
に
対
し
て
1
つ
の
仮
説
を

持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
中
に
は
、

今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
デ
ザ
イ
ン
は
い

い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
売
れ
る
と
い
う
発

想
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
ト

ッ
プ
は
、
ほ
か
と
は
違
っ
た
デ
ザ
イ
ン
、

他
社
を
越
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
求
め
て
き
ま
す
。
会
社
組
織
で

す
か
ら
、
そ
の
指
令
に
は
必
ず
従
わ
な
い

29ecoms 4330

と
案
が
通
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
、
案
を
通
す
た

め
に
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
本
当
の
新
し
さ
の
意
味
な
ん

て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
が
、
ど

う
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
考
え
て
な

い
の
で
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
シ
ン
プ
ル

で
普
通
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

た
だ
の
普
通
で
は
な
く
美
し
い
普
通
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
日
本
人

に
と
っ
て
、
普
通
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
本
来
普
通
と
い
う
の

は
、
も
っ
と
も
味
わ
い
が
あ
っ
て
多
く
の

人
と
共
有
し
合
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で

日
常
が
幸
せ
に
な
る 

和
田
智

バ
ル
ミ
ュ
ー
ダ
と
い
う
会
社
が
ト
ー
ス

タ
ー
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
を
科
学

的
に
分
析
し
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
一
番
お

い
し
く
焼
け
る
か
と
い
う
法
則
を
導
き
、

そ
の
法
則
に
基
づ
い
て
パ
ン
を
焼
く
ト
ー

ス
タ
ー
で
す
。
パ
ン
を
焼
く
約
4
分
間
、

ず
っ
と
焼
け
る
様
子
を
見
て
い
て
も
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
30
秒
ぐ

ら
い
に
な
る
と
表
面
に
熱
が
た
ま
り
、
視

覚
的
に
も
カ
リ
カ
リ
感
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
パ
ン
が
焼
け
て
い
く
工

程
が
ま
る
で
ア
ー
ト
の
よ
う
で
す
。
僕
は

こ
れ
を
素
晴
ら
し
い
製
品
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
僕
が
い
い
た
い
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
日
常
が
幸
せ
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
日
の
家
庭
の
幸
せ

を
ト
ー
ス
タ
ー
が
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
私

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す

が
、
提
供
し
た
い
こ
と

は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
よ

り
も
素
晴
ら
し
い
体
験

な
の
で
す
。
だ
か
ら
私

に
と
っ
て
の
斬
新
と

は
、
形
で
は
な
く
考
え

方
な
の
で
す
。
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
非
日
常
で

は
な
く
日
常
に
求
め
る

べ
き
で
す
。
そ
の
方
が

人
間
に
と
っ
て
幸
せ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
の
都
市
を

発
想
す
る 

和
田
智

日
産
自
動
車
で
最
後
に
手
掛
け
た
の

は
、
ハ
イ
パ
ー
ミ
ニ
と
い
う
E
V
で
し
た
。

こ
の
開
発
に
際
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
、
新
し
い

生
活
を
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
構
築
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
推

し
進
め
る
こ
と
は
、
自
動
車
業
界
の
今
後

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
は
ず
で
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
自
動
車
業
界
は
、

誰
も
注
目
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
自
動
車
業
界
は
、
単
体
と
し
て
の
車
を

売
る
と
い
う
発
想
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
電
力
を
軸
と
し
た
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
誰
も
気
付

か
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

の
結
果
、
E
V
を
軸
と
し
た
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
運
用
を
考
え
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
、
特
に
環
境
問
題
に
対

し
て
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
単
な
る
車
の
デ
ザ
イ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
と
都
市
、
生
活
を

結
び
付
け
る
よ
う
な
体
系
、
方
法
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
発
想
そ
の
も
の

が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
大
き
な
支
配

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
が
、
E
V
の
開
発
で
得
た
一
番
の
収

穫
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
で
動
く
車
の
開
発

で
、
そ
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
緒
の
あ
る
都
市 

和
田
智

デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
社
会
や
倫
理
的
な

問
題
と
大
き
く
関
わ
る
べ
き
も
の
で
す
。

目
先
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
情
緒
が
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
来
、
車
は
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
も
の
で
、
街
の
風
情
に
対
し

て
も
高
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

家
と
E
V
を
結
び
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
E
V
が
果
た
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
本
来
の
役
割
と
は
何
か
と

い
う
テ
ー
マ
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
町
家
造
り
に
見
ら
れ
る
土
間
に
ガ
レ

ー
ジ
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
E
V

な
の
で
家
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
か
つ
て
の
町
家
と
大
八
車
の
関

係
そ
の
ま
ま
で
す
。
土
間
を
ガ
レ
ー
ジ
に

す
る
と
、
冬
、
生
活
の
場
が
寒
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
寒
い
か
ら
こ

そ
寒
さ
に
対
す
る
感
性
が
育
つ
の
で
す
。

日
本
は
、
四
季
を
持
ち
な
が
ら
四
季
を
放

棄
す
る
よ
う
な
生
活
を
目
指
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
覆
そ
う
と
試
み
て
い
ま

す
。
ど
う
い
っ
た
情
緒
を
僕
ら
は
育
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
獲
得
し
、
利
用
し
て
い
く
か

を
想
像
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
完
全
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア 
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コ
ン
ペ
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
ビ
ッ

グ
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。
5
年
前
に
行

わ
れ
た
代
官
山
T-

S
I
T
E
の
コ
ン
ペ
で

は
T
が
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。

T-

S
I
T
E
、
T
ポ
イ
ン
ト
、
T
カ
ー
ド

の
T
で
す
。
こ
の
T
の
ア
イ
デ
ア
は
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
と
き
に
浮
か
ん
だ
の
で
す

が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
て
す
ぐ
、
30
分
ほ

ど
で
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ッ
グ
ア
イ

デ
ア
が
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ

ん
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
た
ち
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
に
大
変
興
味
が
あ
り
ま

す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
軽
く

見
る
建
築
家
の
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
使
い

方
に
よ
っ
て
は
大
変
大
き
な

力
を
持
つ
の
で
す
。
代
官
山

T-

S
I
T
E
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
T
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
3
つ
の
建
物

の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
パ

ネ
ル
と
ガ
ラ
ス
の
構
成
が
T

を
表
わ
し
て
お
り
、
特
に
旧

山
手
通
り
側
か
ら
見
る
と
3

つ
の
T
が
並
ん
で
見
え
ま
す
。
同
時
に
、

G
R
C
成
形
パ
ネ
ル
の
1
つ
1
つ
に
立
体

的
な
Ｔ
の
字
が
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大

き
い
T
と
小
さ
い
T
が
存
在
す
る
こ
と

で
、
近
く
で
見
て
も
、
遠
く
か
ら
見
て
も

T
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

窓
際
に
気
を
配
る
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店
舗
を
つ
く
る
と
、
店
員
の
方
は
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
窓
の
方
へ
置
き
た
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
窓
際
に
は

近
づ
け
な
く
な
り
ま
す
し
、
外
か
ら
見
て

も
内
部
が
乱
雑
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
窓
辺
に
置
く
簡

単
な
ベ
ン
チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
も
ブ
ッ
ク
ケ

ー
ス
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
使
い
や
す
く
も
な
る
し
、
中
か

ら
見
て
も
、
外
か
ら
見
て
も
同
様
の
雰
囲

気
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
べ

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
い
と
空
間
が
意

図
と
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
テ
ー
ブ
ル
も
イ
ス
も
デ
ザ
イ
ン
要
素

と
し
て
強
い
の
で
す
。

建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る
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代
官
山
T-

S
I
T
E
で
は
、
T
と
い
う

文
字
を
デ
ザ
イ
ン
に
用
い
る
こ
と
で
建
築

と
街
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
出
し
ま
し

た
が
、
湘
南
T-

S
I
T
E
で
は
ツ
タ
の
レ

リ
ー
フ
を
使
っ
て
そ
れ
を
つ
く
り
出
し
て

い
ま
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
代
官
山

T-

S
I
T
E
と
比
べ
、
緑
が
ま
っ
た
く
な

い
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
、
自
分
た
ち

で
緑
を
つ
く
っ
て
し
ま
え
、
と
思
っ
た
の

が
発
端
で
す
。
ツ
タ
の
レ
リ
ー
フ
を
外
壁

に
た
く
さ
ん
貼
り
ま
し
た
。
な
ぜ
ツ
タ
に

し
た
か
は
、
も
ち
ろ
ん
蔦
屋
書
店
だ
か
ら

で
す
。
建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る
た
め
に

採
用
し
た
も
う
1
つ
の
手
法
は
、
ス
ケ
ー

ル
ダ
ウ
ン
で
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
、

Fujisaw
a

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
住
宅
地
に
位
置
し
ま
す
の
で
、
周

囲
が
住
宅
に
な
り
ま
す
か
ら
、
巨
大
な
1

つ
の
建
物
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
施
設

を
3
つ
に
分
割
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
つ

の
建
物
は
、
2
つ
な
い
し
3
つ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
に
分
け
て
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
、
そ

れ
ら
を
互
い
違
い
に
少
し
ず
ら
す
こ
と

で
、
周
囲
の
街
並
み
と
の
連
続
性
を
つ
く

り
出
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
設
全
体
は
マ

ガ
ジ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
多
目
的

の
導
線
空
間
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
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梅
田
の
蔦
屋
書
店
は
、
ル
ク
ア
と
い
う

商
業
ビ
ル
の
9
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
商

業
ビ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
マ
ガ
ジ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
は
回
廊
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
書
籍
が
並
ん
で

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
周
囲

に
は
ア
ッ
プ
ル
、
バ
ン
グ
＆
オ
ル
フ
セ

ン
、
J
T
B
、
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
、
ツ
タ
ヤ
・
モ
バ
イ

ル
と
い
っ
た
店
舗
が
並

ん
で
い
ま
す
。
蔦
屋
書

店
に
共
通
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
だ
け
で
な
く
文

具
、
雑
貨
、
家
電
、
飲

食
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
が
決
し
て
雑
多
で
は

な
く
、
ま
る
で
生
活
空

間
に
い
る
よ
う
に
並

び
、
感
性
を
刺
激
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
今
回
の
コ
ン
ペ
に
も

あ
る
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
居
住
す
る
感
覚
と

近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
相
馬
こ
ど
も
の

み
ん
な
の
家
と
蔦
屋
書
店
と
は
ま
っ
た
く

用
途
が
異
な
り
ま
す
が
、
空
間
を
つ
く
る

際
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
の
家
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
は
森
、
大
き

な
森
で
す
。
何
で
も
入
る
よ
う
な
シ
ー
ム

レ
ス
の
大
き
な
空
間
で
す
。

建
築
と
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
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建
築
と
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
は
ま
っ
た
く

違
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、

建
築
は
一
品
生
産
だ
か
ら
い
い
よ
ね
と
よ

く
い
わ
れ
ま
す
。
逆
に
建
築
家
側
は
、
大

量
生
産
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
完

成
度
が
高
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
建
築
は
基
本
的
に
一
品
生

産
、
工
業
製
品
は
大
量
生
産
、
カ
ス
タ
マ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
一
品
生
産
の

建
築
で
す
が
、
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て

は
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い
考
え

方
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
造
体
で
あ

る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
同
じ

型
枠
を
使
っ
て
何
度
も
繰
り
返
し
つ
く
ら

な
い
と
経
済
的
な
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
こ
で
、
3
次
元
の
面
を
す
べ
て
同
じ
1

つ
の
球
面
か
ら
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま
し

た
。
大
き
さ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
面
の
曲
率
は
同
じ
な
の
で

す
。
1
つ
の
球
体
を
面
の
基
本
と
す
る
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
完
成
し
た
の

で
す
。
一
品
生
産
の
建
築
を
つ
く
る
と
き

で
も
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方

は
重
要
で
す
。
そ
の
こ
と
は
昔
も
今
も
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ル
ー
ル
の
あ
る

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
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伊
東
豊
雄
さ
ん
が
設
計
し
た
台
中
の
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
、
2
0
1
4
年
11
月
に
仮

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
実
は
未
だ
に
施

工
は
続
い
て
い
ま
す
。
構
造
体
は
１
枚
の

シ
ェ
ル
で
で
き
て
い
ま
す
。
1
つ
1
つ
、

形
状
の
異
な
る
シ
ェ
ル
を
つ
く
る
の
は
大

変
で
す
が
、
形
は
違
っ
て
も
、
つ
く
る
シ

ス
テ
ム
を
同
じ
に
す
る
こ
と
で
繰
り
返
し

つ
く
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
は
、

シ
ン
プ
ル
な
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
な

い
と
施
工
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
今
は

ル
ー
ル
さ
え
決
ま
っ
て
い
れ
ば
マ
ス
カ
ス

タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
伊
東
さ
ん
が
設

計
し
、
今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
の
複
雑

に
見
え
る
屋
根
も
、
素
材
を
1
種
類
に
し

て
、
つ
く
り
方
も
統
一
す
る
こ
と
で
施
工

を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。
部
材
は

1
2
0
×
20
㎜
、
長
さ
4
m
の
ヒ
ノ
キ

材
。
こ
れ
を
積
み
重
ね
て
止
め
る
だ
け
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
一

定
に
し
て
つ
く
る
か
ら
こ
そ
マ
ス
カ
ス
タ

マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
の
だ
と
思

い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
の
が

エ
ン
ジ
ニ
ア 
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エ
ン
ジ
ニ
ア
の
定
義
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
仕
事
」
だ
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
美
し
い

か
、
普
通
な
の
か
、
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
な

の
か
、
そ
れ
以
外
な
の
か
と
い
う
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
そ
れ
を
原
理
に
落

と
し
込
ん
で
い
く
か
、
現
実
化
し
て
い
く

か
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
す
ご
く
身
近
で
、
そ

こ
が
逆
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
模
型
を

つ
く
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
す
が
、
つ

く
る
の
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
モ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
は
、

自
分
た
ち
で
も
屋
根
の
架
構
を
組
ん
で
み

ま
し
た
。
長
さ
12
ｍ
の
木
を
2
人
で
つ
な

ぐ
の
に
、
10
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

10
分
か
か
り
は
し
ま
し
た
が
、
素
人
で
で

き
る
な
ら
プ
ロ
で
あ
れ
ば
ま
っ
た
く
問
題

な
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

時
間
軸
の
あ
る
建
築
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こ
れ
ま
で
建
築
は
、
竣
工
し
た
ら
そ
こ

で
完
成
し
て
終
わ
り
で
し
た
。
し
か
し
、

増
や
し
た
り
、
減
ら
し
た
り
、
動
か
す
こ

と
が
で
き
た
り
す
れ
ば
、
建
築
設
計
も
施

工
も
永
遠
に
終
わ
ら
な
い
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。
住
宅
で
あ
れ
ば
、
住
み
続
け
る

限
り
、
設
計
も
施
工
も
ず
っ
と
続
い
て
い

き
ま
す
。
住
む
と
い
う
時
間
軸
の
中
に
、

設
計
と
い
う
行
為
も
、
施
工
と
い
う
行
為

も
あ
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
建

築
に
お
け
る
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
か
つ
て
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
は
、
時
間
軸
と
い
う
も

の
を
さ
ほ
ど
意
識
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た

の
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
幸
福
な
未
来
が

予
測
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
時
間

軸
の
先
に
あ
る
も
の
が
見
え
ま
せ
ん
。
方

向
性
が
多
様
化
し
て
い
る
時
代
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
多
様
な
価
値
観
を
自
由

に
実
現
す
る
仕
組
み
、
変
化
に
対
応
す
る

仕
組
み
を
、
今
回
の
コ
ン
ペ
で
あ
れ
ば
t2

を
使
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
業
種
へ
の
期
待 

金
田
充
弘

ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
ク
ル
マ
を
つ

く
る
と
、
既
存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
困

る
と
思
う
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
ア
ッ

プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
建
築
を
つ
く
り
始
め

る
と
、
既
存
の
施
工
会
社
は
す
ご
く
困
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
は

す
で
に
基
本
ソ
フ
ト
「
i
O
S
8
」
に
ホ

ー
ム
キ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
家
庭
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
し
、
グ
ー
グ
ル
は
3
次
元
モ

デ
リ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
を
手

掛
け
た
実
績
が
あ
り
、
と
も
に
建
築
に
対

す
る
素
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
グ
ー
グ
ル
に
優

る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
B
I
M
の

よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
簡
単
に

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
の
建
設
業
参

入
は
、
ま
っ
た
く
の
夢
物
語
で
は
な
い
の

で
す
。
彼
ら
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
や
り
方
で
、
建
設
費
を
現
在
の

5
分
の
1
に
し
ま
す
と
い
っ
て
き
た
ら
、

既
存
の
建
設
業
界
は
大
混
乱
に
陥
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
可
能
性
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

SUS「t2住むためのプロダクト」 セミナー報告 Orientation & Panel Discussion 

和田智
［カー＆プロダクトデザイナー、SW design代表取締役CEO］

マーク・ダイサム
［建築家、クライン ダイサム アーキテクツ代表］

金田充弘
［構造エンジニア、東京藝術大学美術学部准教授、Arup東京事務所］

石田保夫
［SUS株式会社 代表取締役社長］

2015年8月8日土曜日、東京日本橋の野村コンファレンスプラザ

日本橋大ホールにてSUS「t2住むためのプロダクト」セミナーが
開催されました。第1部は4人の審査員によるオリエンテーショ

ン、休憩を挟んで第2部は、メタボライジングをテーマに審査員

によるパネルディスカッションと質疑応答が行われました。

ここでは、盛況のうちに終わったこのセミナーの一端を、第1部に

ついてはキーワードで、第2部に関しては対話形式でお伝えし

ます。コンペ応募の際の一助にしていただけたら幸いです。

【審査委員】



日 本 の 航 空 機 用 内 装 品 メー カ ー 株 式 会 社 ジャムコと
SWdesignのコラボレーションで生まれた最新次世代プロト
タイプ・ラバトリー/Lavatory X 。（提供：SWdesign co.,ltd.）

（上）Tの字がデザインキーワードとして重要な役割
を果たしている代官山T-SITE。　（下）湘南T-SITEで
はツタのレリーフが街とこの建築をつなげている。

（写真提供：クライン ダイサム アーキテクツ）

（上）アルミモジュールを使用したスマート集合住宅（環境
対応型e-Houseの提案）。　（下）アルミモジュールを使用
した京都スマート町屋（環境対応型e-House×京都町屋の
提案）。（提供：SWdesign co.,ltd. & Architect7 / 2015）

t2

住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

 

石
田
保
夫

S
U
S
は
、
工
場
の
生
産
設
備
の
合
理

化
や
改
善
と
い
っ
た
仕
事
を
生
業
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
ア
ル
ミ
の

魅
力
、
可
能
性
を
感
じ
、
ア
ル
ミ
を
主
に

扱
っ
た
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
は
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋

で
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
立

ち
位
置
か
ら
、
ど
う
現
実
に
対
し
て
切
り

込
み
を
入
れ
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
t2
に
関
し
て

「
こ
れ
は
建
築
で
は
な
い
、
住
む
た
め
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
逆
説
的
な
い
い
方
の
背
景
に

は
、
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋
と
い
う
私

た
ち
の
出
自
が
あ
る
の
で
す
。
実
際
に

t2
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
t2
は

建
築
で
は
な
く
車
で
す
。
建
築
は
必
ず
地

面
と
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

建
築
の
定
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
ャ
ス

タ
ー
が
つ
い
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

t2
は
建
築
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
の
で
す
。

増
や
せ
る
。減
ら
せ
る
。動
か
せ
る
。

 

石
田
保
夫

私
た
ち
は
t2
ユ
ニ
ッ
ト
を
現
場
で
は

つ
く
り
ま
せ
ん
。
工
場
で
製
作
し
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
t2
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
な
の

で
す
。
建
築
の
一
番
の
欠
点
は
、
ク
オ
リ

テ
ィ
や
コ
ス
ト
が
、
天
候
や
職
人
の
ス
キ

ル
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
で
す
。
工

場
で
生
産
す
れ
ば
、
そ
の
リ
ス
ク
を
大
幅

に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
1

つ
重
要
な
点
は
、
工
場
生
産
を
前
提
と
す

れ
ば
、
必
ず
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
は
生
産
さ
れ
た
も
の
が
動
か
せ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

を
導
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
築
は
、

時
代
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
社
会
の
変
化

が
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、

建
築
が
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る

の
か
、
私
は
常
に
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の

社
会
進
出
に
伴
う
晩
婚
化
、
地
方
都
市
の

市
街
地
の
衰
退
、
郊
外
型
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
老
朽
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
現
在
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

が
解
決
の
糸
口
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
普
通 

和
田
智

新
国
立
競
技
場
の
問
題
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
報
道
で
は
「
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
っ
た
言
葉
も
出
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
斬
新

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
斬

新
さ
や
新
し
さ
に
対
し
て
1
つ
の
仮
説
を

持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
中
に
は
、

今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
デ
ザ
イ
ン
は
い

い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
売
れ
る
と
い
う
発

想
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
ト

ッ
プ
は
、
ほ
か
と
は
違
っ
た
デ
ザ
イ
ン
、

他
社
を
越
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
求
め
て
き
ま
す
。
会
社
組
織
で

す
か
ら
、
そ
の
指
令
に
は
必
ず
従
わ
な
い

31ecoms 4332

と
案
が
通
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
、
案
を
通
す
た

め
に
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
本
当
の
新
し
さ
の
意
味
な
ん

て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
が
、
ど

う
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
考
え
て
な

い
の
で
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
シ
ン
プ
ル

で
普
通
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

た
だ
の
普
通
で
は
な
く
美
し
い
普
通
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
日
本
人

に
と
っ
て
、
普
通
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
本
来
普
通
と
い
う
の

は
、
も
っ
と
も
味
わ
い
が
あ
っ
て
多
く
の

人
と
共
有
し
合
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で

日
常
が
幸
せ
に
な
る 

和
田
智

バ
ル
ミ
ュ
ー
ダ
と
い
う
会
社
が
ト
ー
ス

タ
ー
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
を
科
学

的
に
分
析
し
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
一
番
お

い
し
く
焼
け
る
か
と
い
う
法
則
を
導
き
、

そ
の
法
則
に
基
づ
い
て
パ
ン
を
焼
く
ト
ー

ス
タ
ー
で
す
。
パ
ン
を
焼
く
約
4
分
間
、

ず
っ
と
焼
け
る
様
子
を
見
て
い
て
も
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
30
秒
ぐ

ら
い
に
な
る
と
表
面
に
熱
が
た
ま
り
、
視

覚
的
に
も
カ
リ
カ
リ
感
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
パ
ン
が
焼
け
て
い
く
工

程
が
ま
る
で
ア
ー
ト
の
よ
う
で
す
。
僕
は

こ
れ
を
素
晴
ら
し
い
製
品
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
僕
が
い
い
た
い
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
日
常
が
幸
せ
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
日
の
家
庭
の
幸
せ

を
ト
ー
ス
タ
ー
が
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
私

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す

が
、
提
供
し
た
い
こ
と

は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
よ

り
も
素
晴
ら
し
い
体
験

な
の
で
す
。
だ
か
ら
私

に
と
っ
て
の
斬
新
と

は
、
形
で
は
な
く
考
え

方
な
の
で
す
。
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
非
日
常
で

は
な
く
日
常
に
求
め
る

べ
き
で
す
。
そ
の
方
が

人
間
に
と
っ
て
幸
せ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
の
都
市
を

発
想
す
る 

和
田
智

日
産
自
動
車
で
最
後
に
手
掛
け
た
の

は
、
ハ
イ
パ
ー
ミ
ニ
と
い
う
E
V
で
し
た
。

こ
の
開
発
に
際
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
、
新
し
い

生
活
を
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
構
築
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
推

し
進
め
る
こ
と
は
、
自
動
車
業
界
の
今
後

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
は
ず
で
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
自
動
車
業
界
は
、

誰
も
注
目
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
自
動
車
業
界
は
、
単
体
と
し
て
の
車
を

売
る
と
い
う
発
想
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
電
力
を
軸
と
し
た
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
誰
も
気
付

か
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

の
結
果
、
E
V
を
軸
と
し
た
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
運
用
を
考
え
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
、
特
に
環
境
問
題
に
対

し
て
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
単
な
る
車
の
デ
ザ
イ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
と
都
市
、
生
活
を

結
び
付
け
る
よ
う
な
体
系
、
方
法
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
発
想
そ
の
も
の

が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
大
き
な
支
配

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
が
、
E
V
の
開
発
で
得
た
一
番
の
収

穫
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
で
動
く
車
の
開
発

で
、
そ
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
緒
の
あ
る
都
市 

和
田
智

デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
社
会
や
倫
理
的
な

問
題
と
大
き
く
関
わ
る
べ
き
も
の
で
す
。

目
先
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
情
緒
が
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
来
、
車
は
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
も
の
で
、
街
の
風
情
に
対
し

て
も
高
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

家
と
E
V
を
結
び
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
E
V
が
果
た
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
本
来
の
役
割
と
は
何
か
と

い
う
テ
ー
マ
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
町
家
造
り
に
見
ら
れ
る
土
間
に
ガ
レ

ー
ジ
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
E
V

な
の
で
家
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
か
つ
て
の
町
家
と
大
八
車
の
関

係
そ
の
ま
ま
で
す
。
土
間
を
ガ
レ
ー
ジ
に

す
る
と
、
冬
、
生
活
の
場
が
寒
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
寒
い
か
ら
こ

そ
寒
さ
に
対
す
る
感
性
が
育
つ
の
で
す
。

日
本
は
、
四
季
を
持
ち
な
が
ら
四
季
を
放

棄
す
る
よ
う
な
生
活
を
目
指
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
覆
そ
う
と
試
み
て
い
ま

す
。
ど
う
い
っ
た
情
緒
を
僕
ら
は
育
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
獲
得
し
、
利
用
し
て
い
く
か

を
想
像
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
完
全
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

コ
ン
ペ
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
ビ
ッ

グ
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。
5
年
前
に
行

わ
れ
た
代
官
山
T-

S
I
T
E
の
コ
ン
ペ
で

は
T
が
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。

T-

S
I
T
E
、
T
ポ
イ
ン
ト
、
T
カ
ー
ド

の
T
で
す
。
こ
の
T
の
ア
イ
デ
ア
は
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
と
き
に
浮
か
ん
だ
の
で
す

が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
て
す
ぐ
、
30
分
ほ

ど
で
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ッ
グ
ア
イ

デ
ア
が
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ

ん
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
た
ち
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
に
大
変
興
味
が
あ
り
ま

す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
軽
く

見
る
建
築
家
の
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
使
い

方
に
よ
っ
て
は
大
変
大
き
な

力
を
持
つ
の
で
す
。
代
官
山

T-

S
I
T
E
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
T
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
3
つ
の
建
物

の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
パ

ネ
ル
と
ガ
ラ
ス
の
構
成
が
T

を
表
わ
し
て
お
り
、
特
に
旧

山
手
通
り
側
か
ら
見
る
と
3

つ
の
T
が
並
ん
で
見
え
ま
す
。
同
時
に
、

G
R
C
成
形
パ
ネ
ル
の
1
つ
1
つ
に
立
体

的
な
Ｔ
の
字
が
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大

き
い
T
と
小
さ
い
T
が
存
在
す
る
こ
と

で
、
近
く
で
見
て
も
、
遠
く
か
ら
見
て
も

T
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

窓
際
に
気
を
配
る

 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

店
舗
を
つ
く
る
と
、
店
員
の
方
は
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
窓
の
方
へ
置
き
た
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
窓
際
に
は

近
づ
け
な
く
な
り
ま
す
し
、
外
か
ら
見
て

も
内
部
が
乱
雑
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
窓
辺
に
置
く
簡

単
な
ベ
ン
チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
も
ブ
ッ
ク
ケ

ー
ス
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
使
い
や
す
く
も
な
る
し
、
中
か

ら
見
て
も
、
外
か
ら
見
て
も
同
様
の
雰
囲

気
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
べ

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
い
と
空
間
が
意

図
と
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
テ
ー
ブ
ル
も
イ
ス
も
デ
ザ
イ
ン
要
素

と
し
て
強
い
の
で
す
。

建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る
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代
官
山
T-

S
I
T
E
で
は
、
T
と
い
う

文
字
を
デ
ザ
イ
ン
に
用
い
る
こ
と
で
建
築

と
街
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
出
し
ま
し

た
が
、
湘
南
T-

S
I
T
E
で
は
ツ
タ
の
レ

リ
ー
フ
を
使
っ
て
そ
れ
を
つ
く
り
出
し
て

ecoms 43

い
ま
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
代
官
山

T-

S
I
T
E
と
比
べ
、
緑
が
ま
っ
た
く
な

い
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
、
自
分
た
ち

で
緑
を
つ
く
っ
て
し
ま
え
、
と
思
っ
た
の

が
発
端
で
す
。
ツ
タ
の
レ
リ
ー
フ
を
外
壁

に
た
く
さ
ん
貼
り
ま
し
た
。
な
ぜ
ツ
タ
に

し
た
か
は
、
も
ち
ろ
ん
蔦
屋
書
店
だ
か
ら

で
す
。
建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る
た
め
に

採
用
し
た
も
う
1
つ
の
手
法
は
、
ス
ケ
ー

ル
ダ
ウ
ン
で
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
、

Fujisaw
a

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
住
宅
地
に
位
置
し
ま
す
の
で
、
周

囲
が
住
宅
に
な
り
ま
す
か
ら
、
巨
大
な
1

つ
の
建
物
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
施
設

を
3
つ
に
分
割
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
つ

の
建
物
は
、
2
つ
な
い
し
3
つ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
に
分
け
て
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
、
そ

れ
ら
を
互
い
違
い
に
少
し
ず
ら
す
こ
と

で
、
周
囲
の
街
並
み
と
の
連
続
性
を
つ
く

り
出
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
設
全
体
は
マ

ガ
ジ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
多
目
的

の
導
線
空
間
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
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梅
田
の
蔦
屋
書
店
は
、
ル
ク
ア
と
い
う

商
業
ビ
ル
の
9
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
商

業
ビ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
マ
ガ
ジ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
は
回
廊
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
書
籍
が
並
ん
で

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
周
囲

に
は
ア
ッ
プ
ル
、
バ
ン
グ
＆
オ
ル
フ
セ

ン
、
J
T
B
、
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
、
ツ
タ
ヤ
・
モ
バ
イ

ル
と
い
っ
た
店
舗
が
並

ん
で
い
ま
す
。
蔦
屋
書

店
に
共
通
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
だ
け
で
な
く
文

具
、
雑
貨
、
家
電
、
飲

食
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
が
決
し
て
雑
多
で
は

な
く
、
ま
る
で
生
活
空

間
に
い
る
よ
う
に
並

び
、
感
性
を
刺
激
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
今
回
の
コ
ン
ペ
に
も

あ
る
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
居
住
す
る
感
覚
と

近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
相
馬
こ
ど
も
の

み
ん
な
の
家
と
蔦
屋
書
店
と
は
ま
っ
た
く

用
途
が
異
な
り
ま
す
が
、
空
間
を
つ
く
る

際
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
の
家
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
は
森
、
大
き

な
森
で
す
。
何
で
も
入
る
よ
う
な
シ
ー
ム

レ
ス
の
大
き
な
空
間
で
す
。

建
築
と
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

 

金
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建
築
と
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
は
ま
っ
た
く

違
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、

建
築
は
一
品
生
産
だ
か
ら
い
い
よ
ね
と
よ

く
い
わ
れ
ま
す
。
逆
に
建
築
家
側
は
、
大

量
生
産
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
完

成
度
が
高
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
建
築
は
基
本
的
に
一
品
生

産
、
工
業
製
品
は
大
量
生
産
、
カ
ス
タ
マ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
一
品
生
産
の

建
築
で
す
が
、
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て

は
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い
考
え

方
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
造
体
で
あ

る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
同
じ

型
枠
を
使
っ
て
何
度
も
繰
り
返
し
つ
く
ら

な
い
と
経
済
的
な
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
こ
で
、
3
次
元
の
面
を
す
べ
て
同
じ
1

つ
の
球
面
か
ら
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま
し

た
。
大
き
さ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
面
の
曲
率
は
同
じ
な
の
で

す
。
1
つ
の
球
体
を
面
の
基
本
と
す
る
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
完
成
し
た
の

で
す
。
一
品
生
産
の
建
築
を
つ
く
る
と
き

で
も
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方

は
重
要
で
す
。
そ
の
こ
と
は
昔
も
今
も
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ル
ー
ル
の
あ
る

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
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伊
東
豊
雄
さ
ん
が
設
計
し
た
台
中
の
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
、
2
0
1
4
年
11
月
に
仮

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
実
は
未
だ
に
施

工
は
続
い
て
い
ま
す
。
構
造
体
は
１
枚
の

シ
ェ
ル
で
で
き
て
い
ま
す
。
1
つ
1
つ
、

形
状
の
異
な
る
シ
ェ
ル
を
つ
く
る
の
は
大

変
で
す
が
、
形
は
違
っ
て
も
、
つ
く
る
シ

ス
テ
ム
を
同
じ
に
す
る
こ
と
で
繰
り
返
し

つ
く
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
は
、

シ
ン
プ
ル
な
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
な

い
と
施
工
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
今
は

ル
ー
ル
さ
え
決
ま
っ
て
い
れ
ば
マ
ス
カ
ス

タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
伊
東
さ
ん
が
設

計
し
、
今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
の
複
雑

に
見
え
る
屋
根
も
、
素
材
を
1
種
類
に
し

て
、
つ
く
り
方
も
統
一
す
る
こ
と
で
施
工

を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。
部
材
は

1
2
0
×
20
㎜
、
長
さ
4
m
の
ヒ
ノ
キ

材
。
こ
れ
を
積
み
重
ね
て
止
め
る
だ
け
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
一

定
に
し
て
つ
く
る
か
ら
こ
そ
マ
ス
カ
ス
タ

マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
の
だ
と
思

い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
の
が

エ
ン
ジ
ニ
ア 

金
田
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エ
ン
ジ
ニ
ア
の
定
義
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
仕
事
」
だ
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
美
し
い

か
、
普
通
な
の
か
、
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
な

の
か
、
そ
れ
以
外
な
の
か
と
い
う
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
そ
れ
を
原
理
に
落

と
し
込
ん
で
い
く
か
、
現
実
化
し
て
い
く

か
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
す
ご
く
身
近
で
、
そ

こ
が
逆
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
模
型
を

つ
く
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
す
が
、
つ

く
る
の
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
モ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
は
、

自
分
た
ち
で
も
屋
根
の
架
構
を
組
ん
で
み

ま
し
た
。
長
さ
12
ｍ
の
木
を
2
人
で
つ
な

ぐ
の
に
、
10
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

10
分
か
か
り
は
し
ま
し
た
が
、
素
人
で
で

き
る
な
ら
プ
ロ
で
あ
れ
ば
ま
っ
た
く
問
題

な
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

時
間
軸
の
あ
る
建
築

金
田
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こ
れ
ま
で
建
築
は
、
竣
工
し
た
ら
そ
こ

で
完
成
し
て
終
わ
り
で
し
た
。
し
か
し
、

増
や
し
た
り
、
減
ら
し
た
り
、
動
か
す
こ

と
が
で
き
た
り
す
れ
ば
、
建
築
設
計
も
施

工
も
永
遠
に
終
わ
ら
な
い
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。
住
宅
で
あ
れ
ば
、
住
み
続
け
る

限
り
、
設
計
も
施
工
も
ず
っ
と
続
い
て
い

き
ま
す
。
住
む
と
い
う
時
間
軸
の
中
に
、

設
計
と
い
う
行
為
も
、
施
工
と
い
う
行
為

も
あ
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
建

築
に
お
け
る
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
か
つ
て
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
は
、
時
間
軸
と
い
う
も

の
を
さ
ほ
ど
意
識
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た

の
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
幸
福
な
未
来
が

予
測
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
時
間

軸
の
先
に
あ
る
も
の
が
見
え
ま
せ
ん
。
方

向
性
が
多
様
化
し
て
い
る
時
代
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
多
様
な
価
値
観
を
自
由

に
実
現
す
る
仕
組
み
、
変
化
に
対
応
す
る

仕
組
み
を
、
今
回
の
コ
ン
ペ
で
あ
れ
ば
t2

を
使
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
業
種
へ
の
期
待 
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ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
ク
ル
マ
を
つ

く
る
と
、
既
存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
困

る
と
思
う
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
ア
ッ

プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
建
築
を
つ
く
り
始
め

る
と
、
既
存
の
施
工
会
社
は
す
ご
く
困
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
は

す
で
に
基
本
ソ
フ
ト
「
i
O
S
8
」
に
ホ

ー
ム
キ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
家
庭
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
し
、
グ
ー
グ
ル
は
3
次
元
モ

デ
リ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
を
手

掛
け
た
実
績
が
あ
り
、
と
も
に
建
築
に
対

す
る
素
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
グ
ー
グ
ル
に
優

る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
B
I
M
の

よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
簡
単
に

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
の
建
設
業
参

入
は
、
ま
っ
た
く
の
夢
物
語
で
は
な
い
の

で
す
。
彼
ら
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
や
り
方
で
、
建
設
費
を
現
在
の

5
分
の
1
に
し
ま
す
と
い
っ
て
き
た
ら
、

既
存
の
建
設
業
界
は
大
混
乱
に
陥
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
可
能
性
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

Se
mi

na
rSeminar
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t2

住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

 

石
田
保
夫

S
U
S
は
、
工
場
の
生
産
設
備
の
合
理

化
や
改
善
と
い
っ
た
仕
事
を
生
業
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
ア
ル
ミ
の

魅
力
、
可
能
性
を
感
じ
、
ア
ル
ミ
を
主
に

扱
っ
た
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
は
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋

で
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
立

ち
位
置
か
ら
、
ど
う
現
実
に
対
し
て
切
り

込
み
を
入
れ
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
t2
に
関
し
て

「
こ
れ
は
建
築
で
は
な
い
、
住
む
た
め
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
逆
説
的
な
い
い
方
の
背
景
に

は
、
機
械
屋
で
あ
り
ア
ル
ミ
屋
と
い
う
私

た
ち
の
出
自
が
あ
る
の
で
す
。
実
際
に

t2
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
t2
は

建
築
で
は
な
く
車
で
す
。
建
築
は
必
ず
地

面
と
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

建
築
の
定
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
ャ
ス

タ
ー
が
つ
い
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

t2
は
建
築
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
の
で
す
。

増
や
せ
る
。減
ら
せ
る
。動
か
せ
る
。

 

石
田
保
夫

私
た
ち
は
t2
ユ
ニ
ッ
ト
を
現
場
で
は

つ
く
り
ま
せ
ん
。
工
場
で
製
作
し
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
t2
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
な
の

で
す
。
建
築
の
一
番
の
欠
点
は
、
ク
オ
リ

テ
ィ
や
コ
ス
ト
が
、
天
候
や
職
人
の
ス
キ

ル
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
で
す
。
工

場
で
生
産
す
れ
ば
、
そ
の
リ
ス
ク
を
大
幅

に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
1

つ
重
要
な
点
は
、
工
場
生
産
を
前
提
と
す

れ
ば
、
必
ず
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
は
生
産
さ
れ
た
も
の
が
動
か
せ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

を
導
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
築
は
、

時
代
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
社
会
の
変
化

が
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、

建
築
が
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る

の
か
、
私
は
常
に
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の

社
会
進
出
に
伴
う
晩
婚
化
、
地
方
都
市
の

市
街
地
の
衰
退
、
郊
外
型
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
老
朽
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
現
在
、
t2
の「
増
や
せ
る
。

減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
と
い
う
特
徴

が
解
決
の
糸
口
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
普
通 

和
田
智

新
国
立
競
技
場
の
問
題
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
報
道
で
は
「
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
っ
た
言
葉
も
出
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
斬
新

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
斬

新
さ
や
新
し
さ
に
対
し
て
1
つ
の
仮
説
を

持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
中
に
は
、

今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
デ
ザ
イ
ン
は
い

い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
売
れ
る
と
い
う
発

想
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
ト

ッ
プ
は
、
ほ
か
と
は
違
っ
た
デ
ザ
イ
ン
、

他
社
を
越
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
求
め
て
き
ま
す
。
会
社
組
織
で

す
か
ら
、
そ
の
指
令
に
は
必
ず
従
わ
な
い

と
案
が
通
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
、
案
を
通
す
た

め
に
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
本
当
の
新
し
さ
の
意
味
な
ん

て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
が
、
ど

う
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
考
え
て
な

い
の
で
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
シ
ン
プ
ル

で
普
通
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

た
だ
の
普
通
で
は
な
く
美
し
い
普
通
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
日
本
人

に
と
っ
て
、
普
通
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
本
来
普
通
と
い
う
の

は
、
も
っ
と
も
味
わ
い
が
あ
っ
て
多
く
の

人
と
共
有
し
合
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で

日
常
が
幸
せ
に
な
る 

和
田
智

バ
ル
ミ
ュ
ー
ダ
と
い
う
会
社
が
ト
ー
ス

タ
ー
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
を
科
学

的
に
分
析
し
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
一
番
お

い
し
く
焼
け
る
か
と
い
う
法
則
を
導
き
、

そ
の
法
則
に
基
づ
い
て
パ
ン
を
焼
く
ト
ー

ス
タ
ー
で
す
。
パ
ン
を
焼
く
約
4
分
間
、

ず
っ
と
焼
け
る
様
子
を
見
て
い
て
も
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
30
秒
ぐ

ら
い
に
な
る
と
表
面
に
熱
が
た
ま
り
、
視

覚
的
に
も
カ
リ
カ
リ
感
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
パ
ン
が
焼
け
て
い
く
工

程
が
ま
る
で
ア
ー
ト
の
よ
う
で
す
。
僕
は

こ
れ
を
素
晴
ら
し
い
製
品
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
僕
が
い
い
た
い
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
日
常
が
幸
せ
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
日
の
家
庭
の
幸
せ

を
ト
ー
ス
タ
ー
が
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
私

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す

が
、
提
供
し
た
い
こ
と

は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
よ

り
も
素
晴
ら
し
い
体
験

な
の
で
す
。
だ
か
ら
私

に
と
っ
て
の
斬
新
と

は
、
形
で
は
な
く
考
え

方
な
の
で
す
。
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
非
日
常
で

は
な
く
日
常
に
求
め
る

べ
き
で
す
。
そ
の
方
が

人
間
に
と
っ
て
幸
せ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
の
都
市
を

発
想
す
る 

和
田
智

日
産
自
動
車
で
最
後
に
手
掛
け
た
の

は
、
ハ
イ
パ
ー
ミ
ニ
と
い
う
E
V
で
し
た
。

こ
の
開
発
に
際
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
、
新
し
い

生
活
を
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
構
築
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
推

し
進
め
る
こ
と
は
、
自
動
車
業
界
の
今
後

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
は
ず
で
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
自
動
車
業
界
は
、

誰
も
注
目
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
自
動
車
業
界
は
、
単
体
と
し
て
の
車
を

売
る
と
い
う
発
想
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
電
力
を
軸
と
し
た
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
誰
も
気
付

か
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

の
結
果
、
E
V
を
軸
と
し
た
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
運
用
を
考
え
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
、
特
に
環
境
問
題
に
対

し
て
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
単
な
る
車
の
デ
ザ
イ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
と
都
市
、
生
活
を

結
び
付
け
る
よ
う
な
体
系
、
方
法
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
発
想
そ
の
も
の

が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
大
き
な
支
配

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
が
、
E
V
の
開
発
で
得
た
一
番
の
収

穫
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
で
動
く
車
の
開
発

で
、
そ
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
緒
の
あ
る
都
市 

和
田
智

デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
社
会
や
倫
理
的
な

問
題
と
大
き
く
関
わ
る
べ
き
も
の
で
す
。

目
先
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
情
緒
が
ど
こ
か
に

い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
来
、
車
は
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
も
の
で
、
街
の
風
情
に
対
し

て
も
高
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

家
と
E
V
を
結
び
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
E
V
が
果
た
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
本
来
の
役
割
と
は
何
か
と

い
う
テ
ー
マ
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
町
家
造
り
に
見
ら
れ
る
土
間
に
ガ
レ

ー
ジ
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
E
V

な
の
で
家
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
か
つ
て
の
町
家
と
大
八
車
の
関

係
そ
の
ま
ま
で
す
。
土
間
を
ガ
レ
ー
ジ
に

す
る
と
、
冬
、
生
活
の
場
が
寒
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
寒
い
か
ら
こ

そ
寒
さ
に
対
す
る
感
性
が
育
つ
の
で
す
。

日
本
は
、
四
季
を
持
ち
な
が
ら
四
季
を
放

棄
す
る
よ
う
な
生
活
を
目
指
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
覆
そ
う
と
試
み
て
い
ま

す
。
ど
う
い
っ
た
情
緒
を
僕
ら
は
育
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
獲
得
し
、
利
用
し
て
い
く
か

を
想
像
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
完
全
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

コ
ン
ペ
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
ビ
ッ

グ
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。
5
年
前
に
行

わ
れ
た
代
官
山
T-

S
I
T
E
の
コ
ン
ペ
で

は
T
が
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。

T-

S
I
T
E
、
T
ポ
イ
ン
ト
、
T
カ
ー
ド

の
T
で
す
。
こ
の
T
の
ア
イ
デ
ア
は
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
と
き
に
浮
か
ん
だ
の
で
す

が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
て
す
ぐ
、
30
分
ほ

ど
で
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ッ
グ
ア
イ

デ
ア
が
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ

ん
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
た
ち
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
に
大
変
興
味
が
あ
り
ま

す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
軽
く

見
る
建
築
家
の
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
使
い

方
に
よ
っ
て
は
大
変
大
き
な

力
を
持
つ
の
で
す
。
代
官
山

T-

S
I
T
E
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
T
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
3
つ
の
建
物

の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
パ

ネ
ル
と
ガ
ラ
ス
の
構
成
が
T

を
表
わ
し
て
お
り
、
特
に
旧

山
手
通
り
側
か
ら
見
る
と
3

つ
の
T
が
並
ん
で
見
え
ま
す
。
同
時
に
、

G
R
C
成
形
パ
ネ
ル
の
1
つ
1
つ
に
立
体

的
な
Ｔ
の
字
が
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大

き
い
T
と
小
さ
い
T
が
存
在
す
る
こ
と

で
、
近
く
で
見
て
も
、
遠
く
か
ら
見
て
も

T
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

窓
際
に
気
を
配
る

 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

店
舗
を
つ
く
る
と
、
店
員
の
方
は
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
窓
の
方
へ
置
き
た
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
窓
際
に
は

近
づ
け
な
く
な
り
ま
す
し
、
外
か
ら
見
て

も
内
部
が
乱
雑
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
窓
辺
に
置
く
簡

単
な
ベ
ン
チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
も
ブ
ッ
ク
ケ

ー
ス
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
使
い
や
す
く
も
な
る
し
、
中
か

ら
見
て
も
、
外
か
ら
見
て
も
同
様
の
雰
囲

気
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
べ

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
い
と
空
間
が
意

図
と
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
テ
ー
ブ
ル
も
イ
ス
も
デ
ザ
イ
ン
要
素

と
し
て
強
い
の
で
す
。

建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る

 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

代
官
山
T-

S
I
T
E
で
は
、
T
と
い
う

文
字
を
デ
ザ
イ
ン
に
用
い
る
こ
と
で
建
築

と
街
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
出
し
ま
し

た
が
、
湘
南
T-

S
I
T
E
で
は
ツ
タ
の
レ

リ
ー
フ
を
使
っ
て
そ
れ
を
つ
く
り
出
し
て

ecoms 43 33ecoms 4334

い
ま
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
代
官
山

T-

S
I
T
E
と
比
べ
、
緑
が
ま
っ
た
く
な

い
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
、
自
分
た
ち

で
緑
を
つ
く
っ
て
し
ま
え
、
と
思
っ
た
の

が
発
端
で
す
。
ツ
タ
の
レ
リ
ー
フ
を
外
壁

に
た
く
さ
ん
貼
り
ま
し
た
。
な
ぜ
ツ
タ
に

し
た
か
は
、
も
ち
ろ
ん
蔦
屋
書
店
だ
か
ら

で
す
。
建
築
と
街
と
を
つ
な
げ
る
た
め
に

採
用
し
た
も
う
1
つ
の
手
法
は
、
ス
ケ
ー

ル
ダ
ウ
ン
で
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E
は
、

Fujisaw
a

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
住
宅
地
に
位
置
し
ま
す
の
で
、
周

囲
が
住
宅
に
な
り
ま
す
か
ら
、
巨
大
な
1

つ
の
建
物
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
施
設

を
3
つ
に
分
割
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
つ

の
建
物
は
、
2
つ
な
い
し
3
つ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
に
分
け
て
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
、
そ

れ
ら
を
互
い
違
い
に
少
し
ず
ら
す
こ
と

で
、
周
囲
の
街
並
み
と
の
連
続
性
を
つ
く

り
出
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
設
全
体
は
マ

ガ
ジ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
多
目
的

の
導
線
空
間
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る

 

マ
ー
ク
・
ダ
イ
サ
ム

梅
田
の
蔦
屋
書
店
は
、
ル
ク
ア
と
い
う

商
業
ビ
ル
の
9
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
商

業
ビ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
マ
ガ
ジ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
は
回
廊
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
書
籍
が
並
ん
で

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
周
囲

に
は
ア
ッ
プ
ル
、
バ
ン
グ
＆
オ
ル
フ
セ

ン
、
J
T
B
、
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
、
ツ
タ
ヤ
・
モ
バ
イ

ル
と
い
っ
た
店
舗
が
並

ん
で
い
ま
す
。
蔦
屋
書

店
に
共
通
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
だ
け
で
な
く
文

具
、
雑
貨
、
家
電
、
飲

食
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
が
決
し
て
雑
多
で
は

な
く
、
ま
る
で
生
活
空

間
に
い
る
よ
う
に
並

び
、
感
性
を
刺
激
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
今
回
の
コ
ン
ペ
に
も

あ
る
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
居
住
す
る
感
覚
と

近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
相
馬
こ
ど
も
の

み
ん
な
の
家
と
蔦
屋
書
店
と
は
ま
っ
た
く

用
途
が
異
な
り
ま
す
が
、
空
間
を
つ
く
る

際
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
の
家
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
は
森
、
大
き

な
森
で
す
。
何
で
も
入
る
よ
う
な
シ
ー
ム

レ
ス
の
大
き
な
空
間
で
す
。

建
築
と
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

 

金
田
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建
築
と
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
は
ま
っ
た
く

違
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、

建
築
は
一
品
生
産
だ
か
ら
い
い
よ
ね
と
よ

く
い
わ
れ
ま
す
。
逆
に
建
築
家
側
は
、
大

量
生
産
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
完

成
度
が
高
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
建
築
は
基
本
的
に
一
品
生

産
、
工
業
製
品
は
大
量
生
産
、
カ
ス
タ
マ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
一
品
生
産
の

建
築
で
す
が
、
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て

は
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い
考
え

方
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
造
体
で
あ

る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
同
じ

型
枠
を
使
っ
て
何
度
も
繰
り
返
し
つ
く
ら

な
い
と
経
済
的
な
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
こ
で
、
3
次
元
の
面
を
す
べ
て
同
じ
1

つ
の
球
面
か
ら
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま
し

た
。
大
き
さ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
面
の
曲
率
は
同
じ
な
の
で

す
。
1
つ
の
球
体
を
面
の
基
本
と
す
る
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
シ

ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
完
成
し
た
の

で
す
。
一
品
生
産
の
建
築
を
つ
く
る
と
き

で
も
、
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方

は
重
要
で
す
。
そ
の
こ
と
は
昔
も
今
も
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ル
ー
ル
の
あ
る

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

 

金
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伊
東
豊
雄
さ
ん
が
設
計
し
た
台
中
の
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
、
2
0
1
4
年
11
月
に
仮

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
実
は
未
だ
に
施

工
は
続
い
て
い
ま
す
。
構
造
体
は
１
枚
の

シ
ェ
ル
で
で
き
て
い
ま
す
。
1
つ
1
つ
、

形
状
の
異
な
る
シ
ェ
ル
を
つ
く
る
の
は
大

変
で
す
が
、
形
は
違
っ
て
も
、
つ
く
る
シ

ス
テ
ム
を
同
じ
に
す
る
こ
と
で
繰
り
返
し

つ
く
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
は
、

シ
ン
プ
ル
な
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
な

い
と
施
工
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
今
は

ル
ー
ル
さ
え
決
ま
っ
て
い
れ
ば
マ
ス
カ
ス

タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
伊
東
さ
ん
が
設

計
し
、
今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
の
複
雑

に
見
え
る
屋
根
も
、
素
材
を
1
種
類
に
し

て
、
つ
く
り
方
も
統
一
す
る
こ
と
で
施
工

を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。
部
材
は

1
2
0
×
20
㎜
、
長
さ
4
m
の
ヒ
ノ
キ

材
。
こ
れ
を
積
み
重
ね
て
止
め
る
だ
け
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
一

定
に
し
て
つ
く
る
か
ら
こ
そ
マ
ス
カ
ス
タ

マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
の
だ
と
思

い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
の
が

エ
ン
ジ
ニ
ア 

金
田
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エ
ン
ジ
ニ
ア
の
定
義
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
す
る
仕
事
」
だ
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
美
し
い

か
、
普
通
な
の
か
、
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
な

の
か
、
そ
れ
以
外
な
の
か
と
い
う
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
そ
れ
を
原
理
に
落

と
し
込
ん
で
い
く
か
、
現
実
化
し
て
い
く

か
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
す
ご
く
身
近
で
、
そ

こ
が
逆
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
模
型
を

つ
く
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
す
が
、
つ

く
る
の
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
モ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
は
、

自
分
た
ち
で
も
屋
根
の
架
構
を
組
ん
で
み

ま
し
た
。
長
さ
12
ｍ
の
木
を
2
人
で
つ
な

ぐ
の
に
、
10
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

10
分
か
か
り
は
し
ま
し
た
が
、
素
人
で
で

き
る
な
ら
プ
ロ
で
あ
れ
ば
ま
っ
た
く
問
題

な
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

時
間
軸
の
あ
る
建
築

金
田
充
弘

こ
れ
ま
で
建
築
は
、
竣
工
し
た
ら
そ
こ

で
完
成
し
て
終
わ
り
で
し
た
。
し
か
し
、

増
や
し
た
り
、
減
ら
し
た
り
、
動
か
す
こ

と
が
で
き
た
り
す
れ
ば
、
建
築
設
計
も
施

工
も
永
遠
に
終
わ
ら
な
い
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。
住
宅
で
あ
れ
ば
、
住
み
続
け
る

限
り
、
設
計
も
施
工
も
ず
っ
と
続
い
て
い

き
ま
す
。
住
む
と
い
う
時
間
軸
の
中
に
、

設
計
と
い
う
行
為
も
、
施
工
と
い
う
行
為

も
あ
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
建

築
に
お
け
る
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
か
つ
て
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
は
、
時
間
軸
と
い
う
も

の
を
さ
ほ
ど
意
識
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た

の
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
幸
福
な
未
来
が

予
測
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
時
間

軸
の
先
に
あ
る
も
の
が
見
え
ま
せ
ん
。
方

向
性
が
多
様
化
し
て
い
る
時
代
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
多
様
な
価
値
観
を
自
由

に
実
現
す
る
仕
組
み
、
変
化
に
対
応
す
る

仕
組
み
を
、
今
回
の
コ
ン
ペ
で
あ
れ
ば
t2

を
使
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
業
種
へ
の
期
待 
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ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
ク
ル
マ
を
つ

く
る
と
、
既
存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
困

る
と
思
う
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
ア
ッ

プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
建
築
を
つ
く
り
始
め

る
と
、
既
存
の
施
工
会
社
は
す
ご
く
困
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
は

す
で
に
基
本
ソ
フ
ト
「
i
O
S
8
」
に
ホ

ー
ム
キ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
家
庭
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
し
、
グ
ー
グ
ル
は
3
次
元
モ

デ
リ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
を
手

掛
け
た
実
績
が
あ
り
、
と
も
に
建
築
に
対

す
る
素
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
グ
ー
グ
ル
に
優

る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
B
I
M
の

よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
簡
単
に

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
の
建
設
業
参

入
は
、
ま
っ
た
く
の
夢
物
語
で
は
な
い
の

で
す
。
彼
ら
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
や
り
方
で
、
建
設
費
を
現
在
の

5
分
の
1
に
し
ま
す
と
い
っ
て
き
た
ら
、

既
存
の
建
設
業
界
は
大
混
乱
に
陥
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
可
能
性
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

Se
mi

na
rSeminar
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新
し
さ
に
対
す
る
疑
念
、

伝
統
・
文
化
を
守
り
抜
く
こ
と

石
田
：
和
田
さ
ん
は
「
新
し
さ
」
に
対
し

て
、
自
分
は
懐
疑
的
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
ね
。 

和
田
：
僕
は
ア
ウ
デ
ィ
A
6
の
デ
ザ
イ
ン

で
シ
ン
グ
ル
フ
レ
ー
ム
グ
リ
ル
を
採
用
し

ま
し
た
が
、
あ
れ
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
だ

か
ら
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
新
し

い
」
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ウ
デ
ィ

と
い
う
歴
史
の
あ
る
企
業
、
し
か
も
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
に
対
し
て
許
容
力
が
あ
り
、
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
気
持
ち
を
重
ん
じ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
、
伝
統
・
文
化
を
現
代
に
伝
え
て

い
く
こ
と
に
使
命
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
は
、
い
か
に
新
し
い
ア
イ

デ
ア
か
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
の
で
、
過
去

に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ゆ
え
僕
は
「
新
し
さ
」
は
本
当
に
い

い
こ
と
な
の
か
、
い
つ
も
疑
問
に
思
っ
て

い
る
の
で
す
。

石
田
：
A
6
で
採
用
し
た
シ
ン
グ
ル
フ
レ

ー
ム
グ
リ
ル
に
は
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

和
田
：
モ
チ
ー
フ
は
、
1
9
3
6
年
、
ア

ウ
デ
ィ
の
前
身
で
あ
る
「
ア
ウ
ト
ウ
ニ
オ

ン
（Auto U

nion

）」
と
い
う
メ
ー
カ
ー

が
、
当
時
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
技
術
者
で

あ
っ
た
ポ
ル
シ
ェ
の
創
始
者
、
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
ポ
ル
シ
ェ
に
委
託
し
て
つ
く
り
出

し
た
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に
あ
り
ま
す
。
形

は
違
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
機
能
的
な
デ

ザ
イ
ン
意
図
が
明
確
に
あ
り
ま
し
た
。
私

は
か
つ
て
、
そ
れ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ア

ウ
デ
ィ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
ス
ケ
ッ
チ
を

描
い
て
い
て
、
そ
の
声
を
聞
い
た
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ポ

ル
シ
ェ
の
D
N
A
が
僕
に
そ
う
デ
ザ
イ
ン

さ
せ
た
の
で
す
。
こ
う
い
う
つ
な
が
り

が
、
デ
ザ
イ
ン
本
来
の
意
味
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
僕
ら
が

A
6
に
託
し
た
こ
と
は
、
新
し
さ
の
表
現

で
あ
る
以
上
に
、
ク
ル
マ
の
素
晴
ら
し

さ
、
そ
れ
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
過
去
へ

の
敬
意
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ

た
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

ド
イ
ツ
の
強
み
が
あ
る
の
で
す
。
ド
イ
ツ

人
に
と
っ
て
ポ
ル
シ
ェ
は
心
で
あ
り
誇
り

で
す
。
で
す
か
ら
ド
イ
ツ
は
ポ
ル
シ
ェ
を

絶
対
に
潰
し
ま
せ
ん
。
ポ
ル
シ
ェ
が
潰
れ

る
と
き
は
、
た
ぶ
ん
ド
イ
ツ
が
潰
れ
る
と

き
で
す
。

企
業
の
立
ち
位
置
に
よ
っ
て

求
め
る
も
の
は
変
わ
っ
て
く
る

ダ
イ
サ
ム
：
同
じ
ド
イ
ツ
の
ク
ル
マ
で
も

B
M
W
の
i3
や
i8
は
、
ア
ウ
デ
ィ
の
ク
ル

マ
づ
く
り
と
は
方
向
性
が
異
な
る
も
の

の
、
と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
て
い
ま
す
。

和
田
：
B
M
W
に
は
、
ク
ル
マ
で
は
な
く

ビ
ー
ク
ル
と
い
う
意
味
で
の
ク
ル
マ
の
デ

ザ
イ
ン
を
推
し
進
め
て
、
ビ
ー
ク
ル
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
狙
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
に
し
て
も

主
眼
と
し
て
い
る
の
は
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ

ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
も
お
話
し

し
ま
し
た
と
お
り
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は

「
新
し
い
」
を
基
本
的
な
展
開
の
要
素
に

し
て
い
ま
す
か
ら
、
ク
ル
マ
が
違
う
も

の
に
変
わ
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
そ

の
社
会
に
対
す
る
貢
献
は
多
大
で
あ
る

と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
も
は
や

ト
ヨ
タ
の
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
目

新
し
さ
」
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

金
田
：
和
田
さ
ん
は
B
M
W
の
G
I
N
A

を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
外
装
が
膜
で
で
き

た
こ
の
ク
ル
マ
を
、
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

方
は
ど
う
見
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

和
田
：
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
刺
激
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

社
会
的
、
文
化
的
に
ど
う
い
っ
た
影
響
が

あ
る
か
、
若
い
人
た
ち
が
ど
う
反
応
を
示

す
か
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

特
に
B
M
W
は
影
響
力
も
あ
る
の
で
、
ブ

ラ
ン
ド
そ
の
も
の
に
エ
キ
サ
イ
ト
メ
ン
ト

な
意
味
を
込
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
チ
ー
フ

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
・
バ
ン
グ

ル
は
ア
メ
リ
カ
人
で
す
か
ら
、
ド
イ
ツ
車

に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
持
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
反
響
は
大
き
い
も
の

で
し
た
が
、
一
方
で
B
M
W
が
失
っ
た
も

の
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
生
ま
れ
る
場
所

ダ
イ
サ
ム
：
建
築
に
比
べ
、
ク
ル
マ
の
デ

ザ
イ
ン
は
今
、
と
て
も
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル

だ
と
思
い
ま
す
。
ク
ル
マ
は
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
数
限
り
な
く
検
証

し
て
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
へ
と
進
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
も
の
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田
：
僕
は
ク
ル
マ
に
対
し
て
も
反
省
す

べ
き
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
新
し
さ
」

を
止
め
ど
も
な
く
追
い
求
め
て
し
ま
い
、

ど
の
ク
ル
マ
も
似
た
り
よ
っ
た
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
閉
塞
感
を
打
破

す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
新
し
さ
が
求
め

ら
れ
、
結
果
、
情
報
だ
け
が
価
値
を
左
右

す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
よ
う

な
世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

 

ダ
イ
サ
ム
：
そ
の
状
況
は
ま
さ
に
建
築
に

も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
湘
南
T-

S
I
T
E

の
あ
るFujisaw

a 

S
S
T
（
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ
ン
）
は
1
0
0
0

世
帯
の
家
族
が
暮
ら
す
ス
マ
ー

ト
・
タ
ウ
ン
で
す
が
、
画
一
で

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
マ

ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
か
ら
で
き
る

住
宅
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
が
本

当
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

和
田
：
現
代
の
日
本
の
ク
ル
マ

と
の
相
性
は
よ
い
で
す
ね
。
先
の

見
え
な
い
、
完
全
に
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
感
性
の
産
物
で
す
が
。

ダ
イ
サ
ム
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ス
マ
ー
ト
カ
ー
と
居
住
と
を
結
び
つ
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
な
ら
で
は

の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

和
田
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
カ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
建
築
家
は
別
々
の
存
在
で

し
た
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
れ

ら
を
つ
な
い
で
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
提
案

で
き
る
セ
ン
ス
を
持
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ

と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
日
本
の
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
完
全
に
劣
化
し
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。 

金
田
：
新
し
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

生
ま
れ
る
場
所
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
、
デ
ザ

イ
ン
の
現
場
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
解
析
な
ど

の
な
か
か
ら
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
や
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
が
出
て
き
そ
う
だ
と
感
じ
ま

す
。
今
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は

違
う
セ
ン
ス
を
持
っ
た
人
が
新
し
い
提
案

を
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
築
家
が
存
在
す
べ
き
社
会
的
基
盤

ダ
イ
サ
ム
：
総
じ
て
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
は

能
力
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ッ

チ
の
描
け
な
い
建
築
家
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
カ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
違
い
ま
す
ね
。

和
田
：
ど
こ
の
美
術
系
の
大
学
で
も
、
カ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
志
向
の
学
生
は
絵
を
た
く

さ
ん
描
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
も
っ

と
も
絵
を
描
か
な
い
の
は
建
築
系
の
学
生

で
す
。
も
っ
と
も
造
形
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
な
い
学
科
も
建
築
の
学
生
で
す
。

今
は
さ
ま
ざ
ま
な
3
D
ソ
フ
ト
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
絵
の
描
け
な
い
建
築
家
で
も
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
建
築
物
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ダ
イ
サ
ム
：
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
特
に

ス
ケ
ー
ル
を
把
握
す
る
能
力
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
い
合
っ
て
C
A
D
で

図
面
を
描
い
て
い
る
と
そ
う
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
僕
が
10
代
の
頃
は
、
紙
に
鉛

筆
や
ロ
ッ
ト
リ
ン
グ
で
、
ス
ケ
ッ
チ
や
図

面
を
徹
底
的
に
描
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

金
田
：
東
京
藝
術
大
学
も
同
様
で
す
。
で

は
、
ど
こ
で
勝
負
す
る
か
と
い
う
と
、
社

会
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
な
か
で
、
幅
広
く
答
え
を
見
つ
け
る
と

こ
ろ
に
建
築
家
の
存
在
基
盤
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ク
ル
マ
を
進
化
さ
せ
て
い

く
に
は
当
然
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
必
要
で

す
が
、
馬
車
か
ら
自
動
車
へ
の
進
化
に
は
、

建
築
家
的
な
発
想
が
必
要
で
す
。
学
生
に

対
し
て
も
、
建
築
を
教
え
る
と
い
う
よ
り
、

幅
広
い
ス
キ
ル
を
も
っ
た
専
門
性
の
な
い

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
養
成
し
て
い
る
感
じ
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
建
築
家
は
G
I
N
A
の

可
変
す
る
外
皮
に
憧
れ
る
の
で
す
。
専
門

性
が
希
薄
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
を
ど
う
と
ら
え
る
か

質
問
者
：
道
路
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
日
本
は
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減

少
し
て
い
き
、
道
路
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た

道
路
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
今
後
を
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か
。 

ダ
イ
サ
ム
：
ド
ロ
ー
ン
の
登
場
が
示
唆
す

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
イ
ン
フ
ラ
の
姿

も
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
変

わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発
露
が
大

い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

和
田
：
た
ぶ
ん
僕
と
し
て
は
20
年
後
も
30

年
後
も
、
た
と
え
ば
美
し
い
1
9
6
0
年

代
の
ク
ル
マ
に
乗
り
た
い
な
ど
と
考
え
ま

す
。「
未
だ
に
ガ
ソ
リ
ン
車
に
乗
っ
て
い
る

や
つ
が
い
る
」
と
い
わ
れ
よ
う
と
、
人
間

味
あ
ふ
れ
る
時
代
の
ク
ル
マ
に
乗
り
た
い
。

そ
れ
も
人
間
の
1
つ
の
本
音
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
が
ク

ル
マ
や
家
を
つ
く
れ
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
正
直
、
僕
は
少
々
疑
問
に

思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
爆
発
的
な
普
及
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
よ
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
情
報
網
の
変
革
が
、
僕
ら
を
本
当
に

幸
せ
に
し
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
感
じ
る

人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え

た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
未
来
に
期
待
す
る

考
え
方
も
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
道
路
に
対
し
て
も
僕
は
、
未
来
的
な

進
展
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
先
人
が
苦
労
し
て
つ
く
っ
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
道
路
を
ど
う
評
価
し
、
分

析
し
、
今
後
の
道
路
づ
く
り
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

金
田
：
和
田
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
未
来
を
夢
見
て

や
っ
て
き
て
、
あ
る
と
こ
ろ
に
到
達
し
た

世
代
の
発
言
で
あ
り
、
若
い
人
は
未
来
を

夢
見
る
自
由
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
僕
は
ア
ッ
プ
ル
と
か
グ
ー
グ

ル
と
い
っ
た
、
既
存
プ
レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な

い
人
の
方
が
、
建
築
を
変
え
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
彼
ら
が
家
や
ク

ル
マ
を
つ
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
新
し
い
視
点

が
有
効
だ
か
ら
で
す
。

Se
mi

na
rSeminar



太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
飛
行
す
る
1

人
乗
り
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
「
ソ
ー
ラ
ー
・

イ
ン
パ
ル
ス
（Solar Im

pulse

）
2
」
は
、

今
年
2
0
1
5
年
3
月
9
日
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦（
U
A
E
）の
ア
ブ
ダ
ビ
を
出
発
し
、

世
界
1
周
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
に
は
中
国
・
南
京
を
飛
び
立

ち
、
太
平
洋
横
断
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

悪
天
候
を
避
け
る
た
め
6
月
1
日
に
愛
知

県
営
名
古
屋
空
港
に
着
陸
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
6
月
28

日
に
同
空
港
を
出
発
。
ほ
ぼ
5
日
間
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
太
平
洋
を
横
断
し
、
7
月
3

日
、
現
地
時
間
の
朝
5
時
55
分
、
ホ
ノ
ル

ル
郊
外
の
カ
ラ
エ
ロ
ア
空
港
に
到
着
し
ま

し
た
。
太
陽
光
の
み
を
原
動
力
に
1
2
0

時
間
以
上
を
飛
行
。
ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン

の
飛
行
最
長
距
離
・
飛
行
最
長
時
間
の
世

界
最
高
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
機
を
開
発
し
た
ス
イ
ス

の
財
団
は
、
飛
行
を
一
時
中
断
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
名
古
屋
か
ら
ホ
ノ
ル

ル
ま
で
の
飛
行
に
よ
っ
て
加
熱
し
た
こ

と
に
よ
り
、
蓄
電
池
が
異
常
を
き
た
し
、

修
理
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
ハ

ワ
イ
ま
で
の
飛
行
中
、
ソ
ー
ラ
ー
・
イ

ン
パ
ル
ス
2
は
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
い
っ
た

ん
高
度
約
8
5
0
0
m
ま
で
上
昇
し
、
再

び
下
降
。
そ
の
際
、
上
空
の
冷
た
い
空
気

と
地
上
付
近
の
熱
帯
気
候
の
熱
い
空
気
と

の
温
度
差
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
バ
ッ
テ

リ
ー
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
予
想
外
に
加
熱
し
た
が
、
過
剰
に
絶

縁
さ
れ
て
い
た
た
め
に
冷
却
で
き
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。
来
年
春
ま
で
に
蓄
電
池
の

加
熱
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
冷
却
に
関
し
て
検

証
す
る
と
と
も
に
、
機
体
の
性
能
を
全
体

的
に
高
め
て
い
く
と
関
係
者
は
話
し
て
い

ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン
の
記
録
を
塗

り
替
え
る
一
方
で
、
予
期
せ
ぬ
事
態
に
も

見
舞
わ
れ
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル

ス
2
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
経
緯
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
す
る
ベ
ル

ト
ラ
ン
・
ピ
カ
ー
ル
さ
ん
は
、
冒
頭
で
も

紹
介
し
た
と
お
り
「
人
類
で
初
め
て
」
を

実
現
す
べ
く
生
ま
れ
た
生
粋
の
冒
険
家
で

す
。
彼
は
、
1
9
9
9
年
、
史
上
初
め
て
、

気
球
に
よ
る
無
着
陸
世
界
1
周
旅
行
を
達

成
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
時
点
で

す
で
に
冒
険
家
と
し
て
の
名
声
は
確
立
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
満
足
せ
ず
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
け
を
動
力
源
と
す
る
有
人
ソ

ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン
で
世
界
一
周
す
る
と
い

う
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
で
す
。
化
石

燃
料
を
使
わ
な
い
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
社
会
の
実
現
を
見
据
え
た
試

み
で
す
。
彼
は
、
技
師
で
操
縦
士
の

ア
ン
ド
レ
・
ボ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
さ
ん

を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
チ
ー
ム
を
結
成
。
ド

イ
ツ
銀
行
、
オ
メ
ガ
、
ソ
ル
ベ
ー
、
シ

ン
ド
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
企
業
の

協
力
を
得
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

最
初
に
製
作
し
た
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン

パ
ル
ス
1
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に
は
、
初
め

て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
の
夜
間
飛
行

に
成
功
。
翌
2
0
1
1
年
に
は
国
家
間
の

飛
行
を
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
の
大
陸
間
飛
行

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

2 

低
速
度
飛
行
に
最
適
な

機
体
の
形
状

ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
1
を
ベ
ー
ス
に
、

最
終
目
的
で
あ
る
世
界
1
周
を
実
現
す
べ

く
つ
く
ら
れ
た
の
が
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ

ル
ス
2
で
す
。
こ
の
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ

ル
ス
2
の
特
徴
の
1
つ
に
低
速
度
飛
行
が

あ
り
ま
す
。
離
陸
速
度
は
毎
時
35
㎞
、
最

高
速
度
が
毎
時
1
4
0
㎞
程
度
。
セ
ス
ナ

1
7
2
ス
カ
イ
ホ
ー
ク
の
巡
航
速
度
は
毎

時
2
2
6
㎞
で
す
か
ら
、
い
か
に
低
速
度

飛
行
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
効
率
よ

く
発
電
し
、
そ
れ
を
無
駄
な
く
消
費
す

る
た
め
の
最
適
な
形
が
低
速
度
飛
行
な

の
で
す
。
こ
の
低
速
度
飛
行
に
お
け
る

理
想
的
な
揚
力
と
滑
空
比
を
追
究
し
た

結
果
、
機
体
の
形
状
は
前
例
の
な
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
ボ

ー
イ
ン
グ
7
4
7-

8i
と
比
較
す
る
と
そ
の

違
い
は
明
確
に
な
り
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
・

イ
ン
パ
ル
ス
2
の
翼
幅
は
72
ｍ
で
、

7
4
7-

8i
よ
り
も
3
・
35
ｍ
長
い
の
で
す
が
、

全
長
は
22
・
4
ｍ
と
7
4
7-

8i
に
比
べ
53
・

6
m
も
短
い
の
で
す
。
な
お
、
主
翼
の
下
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
4
つ
の
モ
ー
タ
ー
は
そ
れ

ぞ
れ
13 

kw
（
17
・
4
馬
力
）
程
度
。
農
作

業
に
用
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
程
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

3 

機
体
の
徹
底
的
な
軽
量
化

低
出
力
の
モ
ー
タ
ー
で
長
時
間
の
飛
行

を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
機
体
の
徹
底

的
な
軽
量
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ソ
ー

ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
2
の
重
量
は
わ
ず
か

2
・
3
ｔ
と
、
ロ
ン
グ
タ
イ
プ
の
四
輪
駆

動
車
と
同
等
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

軽
さ
を
実
現
し
た
の
が
炭
素
素
材
で
す
。

機
体
全
体
の
80
％
を
こ
の
炭
素
素
材
が

占
め
て
い
ま
す
。
1
㎡
当
た
り
約
25
ｇ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

ソーラー・インパルスと冒険一家のDNA

挑
戦

の
炭
素
繊
維
を
使
用
す
る
こ
と
で
超
軽

量
化
を
図
り
ま
し
た
。
新
聞
紙
が
1
㎡

当
た
り
約
64
ｇ
で
す
か
ら
、
そ
の
軽
さ
が

尋
常
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
材
を
中
心
に
な
っ
て
開
発
し
た
の

が
、
デ
シ
ジ
オ
ン
（D

écision

）
社
と
ノ

ー
ス
T
P
T
（N

orth TPT

）
社
と
い
う

船
舶
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
と
、
ス
イ
ス
連
邦

工
科
大
学
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
校
で
す
。
素
材
は

単
に
軽
い
だ
け
で
は
な
く
耐
久
性
も
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に

出
場
し
た
ヨ
ッ
ト
の
帆
の
開
発
の
実
績

が
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
薄
い
繊
維
を
重

ね
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
重
ね
方
が
開

発
の
鍵
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

部
材
の
接
合
に
鋲
は
1
つ
も
打
た
れ
て
い

ま
せ
ん
。
す
べ
て
接
着
剤
で
つ
な
ぎ
合
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

4 

天
候
の
悪
い
日
や
夜
間
で
も

飛
行
を
可
能
に
す
る
た
め
に

天
候
の
悪
い
日
や
夜
間
で
も
飛
行
を
可

能
に
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
の
は
、
電
気

を
貯
め
る
蓄
電
池
で
す
。
蓄
電
池
の
種
類

は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
。
モ
ー
タ
ー
と

同
様
、
主
翼
の
下
の
4
つ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
総
重
量
は

6
3
3
㎏
。
飛
行
機
の
総
重
量
の
4
分
の

1
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

電
力
は
モ
ー
タ
ー
に
用
い
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
計
器
の
動
力
源

と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
電
力
消
費

量
の
徹
底
的
な
削
減
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

少
な
い
電
力
で
稼
働
す
る
よ
う
低

出
力
電
子
機
器
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
28
V
の
低

電
圧
で
稼
働
す
る
電
子
機
器
で
す

の
で
、
蓄
電
池
に
貯
め
ら
れ
た
高

電
圧
の
電
気
を
コ
ン
バ
ー
タ
に
よ

り
低
電
圧
に
落
と
し
て
使
い
ま
す
。

さ
ら
に
各
翼
に
1
つ
ず
つ
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
ャ
ー
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
用
を
管
理

す
る
装
置
で
、
例
え
ば
、
一
方
の

エ
ン
ジ
ン
に
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
停
止
し
、

も
う
一
方
の
正
常
な
エ
ン
ジ
ン
に

転
送
す
る
の
で
す
。　

5 

長
時
間
飛
行
を
実
現
す
る

飛
行
士
の
生
活

長
時
間
に
わ
た
る
飛
行
中
、
飛

行
士
が
滞
在
す
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
は

大
変
小
さ
い
も
の
で
す
。
大
き
さ
は

3
・
8
㎥
。
1
・
5
〜
6
ｍ
四
方

の
空
間
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
圧
力
や
温
度
調
節
機
能
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
電
熱
式
の
手
袋
、

靴
、
衣
服
で
対
処
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
昼
間
は

起
き
て
、
夜
は
寝
る
と
い
う
、
一

般
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

自
動
運
転
機
能
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
が

起
き
れ
ば
直
ち
に
手
動
操
縦
に
切
り
替
え

な
く
て
は
い
け
な
い
た
め
、
20
分
の
睡
眠

な
い
し
休
息
を
何
度
か
取
る
こ
と
で
、
1

日
合
計
2
〜
6
時
間
の
睡
眠
を
確
保
す
る

と
い
う
多
相
性
睡
眠
を
用
い
て
い
ま
す
。

20
分
の
睡
眠
に
よ
り
、
頭
は
す
っ
き
り
し
、

判
断
力
も
回
復
し
ま
す
。

睡
眠
、
食
事
や
排
泄
は
す
べ
て
コ
ク
ピ

ッ
ト
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
行
わ
れ
る
と
い

っ
て
も
、
睡
眠
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構

の
あ
る
シ
ー
ト
で
、
食
事
は
宇
宙
食
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、

食
器
を
使
わ
ず
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

チ
ュ
ー
ブ
状
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
機

内
食
を
取
り
ま
す
。
な
お
、
ト
イ
レ
は
シ

ー
ト
の
座
面
に
仕
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

第 2 回

第1話／今から84年前、47歳のスイス人が、自ら設計した水素気球でドイツ・アウクスブ
ルク上空16,000mへ、人類で初めて成層圏に到達しました。

第2話／今から55年前、48歳のスイス人が、自ら設計した潜水艇でマリアナ海溝10,911m
へ、人類で初めてチャレンジャー海淵の底に到達しました。

第3話／今から16年前、41歳のスイス人が、イギリス・キャメロンバルーンの設計、製造した
気球に乗り、人類で初めてスイス・アルプスから無着陸で世界一周飛行に成功
しました。
第3話の主人公は、第1話の物理、気象学者であるオーギュスト・ピカールを祖父
に、第2話の海洋学者であるジャック・ピカールを父に持つ、精神科医師であるベ
ルトラン・ピカールです。現在、彼は、太陽エネルギーを動力とする飛行機・有人
ソーラープレーン・プロジェクトを主催し、世界一周飛行に挑んでいます。

ソーラープレーンで挑む
サスティナブル社会の実現

第１話／水素気球
©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

第2話／潜水艇・トリエステ
©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

ソーラー・インパルス2
©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

未定
未定

マスカット
【オマーン】

アフマダーバード
【インド】

アブダビ
【アラブ首長国連邦】

ワーラーナシー
【インド】

重慶市
【中国】

南京市
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ソーラー・インパルス2の当初の予定飛行ルート
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太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
飛
行
す
る
1

人
乗
り
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
「
ソ
ー
ラ
ー
・

イ
ン
パ
ル
ス
（Solar Im

pulse

）
2
」
は
、

今
年
2
0
1
5
年
3
月
9
日
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦（
U
A
E
）の
ア
ブ
ダ
ビ
を
出
発
し
、

世
界
1
周
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
に
は
中
国
・
南
京
を
飛
び
立

ち
、
太
平
洋
横
断
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

悪
天
候
を
避
け
る
た
め
6
月
1
日
に
愛
知

県
営
名
古
屋
空
港
に
着
陸
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
6
月
28

日
に
同
空
港
を
出
発
。
ほ
ぼ
5
日
間
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
太
平
洋
を
横
断
し
、
7
月
3

日
、
現
地
時
間
の
朝
5
時
55
分
、
ホ
ノ
ル

ル
郊
外
の
カ
ラ
エ
ロ
ア
空
港
に
到
着
し
ま

し
た
。
太
陽
光
の
み
を
原
動
力
に
1
2
0

時
間
以
上
を
飛
行
。
ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン

の
飛
行
最
長
距
離
・
飛
行
最
長
時
間
の
世

界
最
高
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
機
を
開
発
し
た
ス
イ
ス

の
財
団
は
、
飛
行
を
一
時
中
断
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
名
古
屋
か
ら
ホ
ノ
ル

ル
ま
で
の
飛
行
に
よ
っ
て
加
熱
し
た
こ

と
に
よ
り
、
蓄
電
池
が
異
常
を
き
た
し
、

修
理
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
ハ

ワ
イ
ま
で
の
飛
行
中
、
ソ
ー
ラ
ー
・
イ

ン
パ
ル
ス
2
は
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
い
っ
た

ん
高
度
約
8
5
0
0
m
ま
で
上
昇
し
、
再

び
下
降
。
そ
の
際
、
上
空
の
冷
た
い
空
気

と
地
上
付
近
の
熱
帯
気
候
の
熱
い
空
気
と

の
温
度
差
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
バ
ッ
テ

リ
ー
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
予
想
外
に
加
熱
し
た
が
、
過
剰
に
絶

縁
さ
れ
て
い
た
た
め
に
冷
却
で
き
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。
来
年
春
ま
で
に
蓄
電
池
の

加
熱
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
冷
却
に
関
し
て
検

証
す
る
と
と
も
に
、
機
体
の
性
能
を
全
体

的
に
高
め
て
い
く
と
関
係
者
は
話
し
て
い

ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン
の
記
録
を
塗

り
替
え
る
一
方
で
、
予
期
せ
ぬ
事
態
に
も

見
舞
わ
れ
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル

ス
2
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
経
緯
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
す
る
ベ
ル

ト
ラ
ン
・
ピ
カ
ー
ル
さ
ん
は
、
冒
頭
で
も

紹
介
し
た
と
お
り
「
人
類
で
初
め
て
」
を

実
現
す
べ
く
生
ま
れ
た
生
粋
の
冒
険
家
で

す
。
彼
は
、
1
9
9
9
年
、
史
上
初
め
て
、

気
球
に
よ
る
無
着
陸
世
界
1
周
旅
行
を
達

成
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
時
点
で

す
で
に
冒
険
家
と
し
て
の
名
声
は
確
立
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
満
足
せ
ず
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
け
を
動
力
源
と
す
る
有
人
ソ

ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン
で
世
界
一
周
す
る
と
い

う
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
で
す
。
化
石

燃
料
を
使
わ
な
い
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
社
会
の
実
現
を
見
据
え
た
試

み
で
す
。
彼
は
、
技
師
で
操
縦
士
の

ア
ン
ド
レ
・
ボ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
さ
ん

を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
チ
ー
ム
を
結
成
。
ド

イ
ツ
銀
行
、
オ
メ
ガ
、
ソ
ル
ベ
ー
、
シ

ン
ド
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
企
業
の

協
力
を
得
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

最
初
に
製
作
し
た
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン

パ
ル
ス
1
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に
は
、
初
め

て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
の
夜
間
飛
行

に
成
功
。
翌
2
0
1
1
年
に
は
国
家
間
の

飛
行
を
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
の
大
陸
間
飛
行

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

2 

低
速
度
飛
行
に
最
適
な

機
体
の
形
状

ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
1
を
ベ
ー
ス
に
、

最
終
目
的
で
あ
る
世
界
1
周
を
実
現
す
べ

く
つ
く
ら
れ
た
の
が
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ

ル
ス
2
で
す
。
こ
の
ソ
ー
ラ
ー
・
イ
ン
パ

ル
ス
2
の
特
徴
の
1
つ
に
低
速
度
飛
行
が

あ
り
ま
す
。
離
陸
速
度
は
毎
時
35
㎞
、
最

高
速
度
が
毎
時
1
4
0
㎞
程
度
。
セ
ス
ナ

1
7
2
ス
カ
イ
ホ
ー
ク
の
巡
航
速
度
は
毎

時
2
2
6
㎞
で
す
か
ら
、
い
か
に
低
速
度

飛
行
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
効
率
よ

く
発
電
し
、
そ
れ
を
無
駄
な
く
消
費
す

る
た
め
の
最
適
な
形
が
低
速
度
飛
行
な

の
で
す
。
こ
の
低
速
度
飛
行
に
お
け
る

理
想
的
な
揚
力
と
滑
空
比
を
追
究
し
た

結
果
、
機
体
の
形
状
は
前
例
の
な
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
ボ

ー
イ
ン
グ
7
4
7-

8i
と
比
較
す
る
と
そ
の

違
い
は
明
確
に
な
り
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
・

イ
ン
パ
ル
ス
2
の
翼
幅
は
72
ｍ
で
、

7
4
7-

8i
よ
り
も
3
・
35
ｍ
長
い
の
で
す
が
、

全
長
は
22
・
4
ｍ
と
7
4
7-

8i
に
比
べ
53
・

6
m
も
短
い
の
で
す
。
な
お
、
主
翼
の
下
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
4
つ
の
モ
ー
タ
ー
は
そ
れ

ぞ
れ
13 

kw
（
17
・
4
馬
力
）
程
度
。
農
作

業
に
用
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
程
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

3 

機
体
の
徹
底
的
な
軽
量
化

低
出
力
の
モ
ー
タ
ー
で
長
時
間
の
飛
行

を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
機
体
の
徹
底

的
な
軽
量
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ソ
ー

ラ
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
2
の
重
量
は
わ
ず
か

2
・
3
ｔ
と
、
ロ
ン
グ
タ
イ
プ
の
四
輪
駆

動
車
と
同
等
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

軽
さ
を
実
現
し
た
の
が
炭
素
素
材
で
す
。

機
体
全
体
の
80
％
を
こ
の
炭
素
素
材
が

占
め
て
い
ま
す
。
1
㎡
当
た
り
約
25
ｇ

の
炭
素
繊
維
を
使
用
す
る
こ
と
で
超
軽

量
化
を
図
り
ま
し
た
。
新
聞
紙
が
1
㎡

当
た
り
約
64
ｇ
で
す
か
ら
、
そ
の
軽
さ
が

尋
常
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
材
を
中
心
に
な
っ
て
開
発
し
た
の

が
、
デ
シ
ジ
オ
ン
（D

écision

）
社
と
ノ

ー
ス
T
P
T
（N

orth TPT

）
社
と
い
う

船
舶
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
と
、
ス
イ
ス
連
邦

工
科
大
学
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
校
で
す
。
素
材
は

単
に
軽
い
だ
け
で
は
な
く
耐
久
性
も
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に

出
場
し
た
ヨ
ッ
ト
の
帆
の
開
発
の
実
績

が
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
薄
い
繊
維
を
重

ね
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
重
ね
方
が
開

発
の
鍵
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

部
材
の
接
合
に
鋲
は
1
つ
も
打
た
れ
て
い

ま
せ
ん
。
す
べ
て
接
着
剤
で
つ
な
ぎ
合
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

4 

天
候
の
悪
い
日
や
夜
間
で
も

飛
行
を
可
能
に
す
る
た
め
に

天
候
の
悪
い
日
や
夜
間
で
も
飛
行
を
可

能
に
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
の
は
、
電
気

を
貯
め
る
蓄
電
池
で
す
。
蓄
電
池
の
種
類

は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
。
モ
ー
タ
ー
と

同
様
、
主
翼
の
下
の
4
つ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
総
重
量
は

6
3
3
㎏
。
飛
行
機
の
総
重
量
の
4
分
の

1
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

電
力
は
モ
ー
タ
ー
に
用
い
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
計
器
の
動
力
源

と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
電
力
消
費

量
の
徹
底
的
な
削
減
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

少
な
い
電
力
で
稼
働
す
る
よ
う
低

出
力
電
子
機
器
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
28
V
の
低

電
圧
で
稼
働
す
る
電
子
機
器
で
す

の
で
、
蓄
電
池
に
貯
め
ら
れ
た
高

電
圧
の
電
気
を
コ
ン
バ
ー
タ
に
よ

り
低
電
圧
に
落
と
し
て
使
い
ま
す
。

さ
ら
に
各
翼
に
1
つ
ず
つ
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
ャ
ー
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
用
を
管
理

す
る
装
置
で
、
例
え
ば
、
一
方
の

エ
ン
ジ
ン
に
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
停
止
し
、

も
う
一
方
の
正
常
な
エ
ン
ジ
ン
に

転
送
す
る
の
で
す
。　

5 

長
時
間
飛
行
を
実
現
す
る

飛
行
士
の
生
活

長
時
間
に
わ
た
る
飛
行
中
、
飛

行
士
が
滞
在
す
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
は

大
変
小
さ
い
も
の
で
す
。
大
き
さ
は

3
・
8
㎥
。
1
・
5
〜
6
ｍ
四
方

の
空
間
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
圧
力
や
温
度
調
節
機
能
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
電
熱
式
の
手
袋
、

靴
、
衣
服
で
対
処
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
昼
間
は

起
き
て
、
夜
は
寝
る
と
い
う
、
一

般
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

自
動
運
転
機
能
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
が

起
き
れ
ば
直
ち
に
手
動
操
縦
に
切
り
替
え

な
く
て
は
い
け
な
い
た
め
、
20
分
の
睡
眠

な
い
し
休
息
を
何
度
か
取
る
こ
と
で
、
1

日
合
計
2
〜
6
時
間
の
睡
眠
を
確
保
す
る

と
い
う
多
相
性
睡
眠
を
用
い
て
い
ま
す
。

20
分
の
睡
眠
に
よ
り
、
頭
は
す
っ
き
り
し
、

判
断
力
も
回
復
し
ま
す
。

睡
眠
、
食
事
や
排
泄
は
す
べ
て
コ
ク
ピ

ッ
ト
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
行
わ
れ
る
と
い

っ
て
も
、
睡
眠
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構

の
あ
る
シ
ー
ト
で
、
食
事
は
宇
宙
食
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、

食
器
を
使
わ
ず
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

チ
ュ
ー
ブ
状
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
機

内
食
を
取
り
ま
す
。
な
お
、
ト
イ
レ
は
シ

ー
ト
の
座
面
に
仕
組
ま
れ
て
い
ま
す
。©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch

©Solar Impulse / Revillard / Rezo.ch
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増減動
が可能なシステム

耐
火
建
築
物
と
し
て
の
t2
に

必
要
な
耐
火
性
能

ま
ず
、
1
時
間
耐
火
構
造
外
壁
載
荷
加

熱
試
験
は
、
長
期
許
容
応
力
度
に
相
当
す

る
圧
縮
荷
重
を
載
荷
し
、
0
℃
か
ら

9
4
5
℃
ま
で
の
標
準
加
熱
温
度
曲
線
に

よ
る
1
時
間
の
加
熱
、
3
時
間
の
放
冷
で

実
施
し
ま
す
。
試
験
体
の
耐
火
性
能
は
、

次
の
3
つ
の
要
求
性
能
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

1
　
試
験
体
の
最
大
軸
方
向
収
縮
量
が

h（
試
験
体
の
初
期
高
さ
）／1
0
0
及

び
、
最
大
軸
方
向
収
縮
速
度
3
h
／

1
0
0
0
／
分
を
超
え
な
い
こ
と

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
非
損
傷
性

2
　
試
験
体
の
非
加
熱
面
温
度
上
昇
が
、

平
均
で
1
4
0
K
以
下
、
最
高
で

1
8
0
K
以
下
で
あ
る
こ
と

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
遮
熱
性

3
　
試
験
体
の
非
加
熱
側
に
10
秒
を
超
え

て
火
炎
の
噴
出
及
び
発
煙
が
な
い
こ

と
、
か
つ
、
火
炎
が
通
る
亀
裂
な
ど

の
損
傷
を
生
じ
な
い
こ
と

 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
遮
炎
性

開
発
当
初
の
パ
ネ
ル
（
1
号
パ
ネ
ル
）
は
、

3
つ
の
要
求
性
能
す
べ
て
を
保
有
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
不
燃
板
材
の
補
強
（
2

号
パ
ネ
ル
）
で
、
遮
熱
性
、
遮
炎
性
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
非
損

傷
性
は
不
可
で
あ
り
、
パ
ネ
ル
内
の
支
持

材
で
載
荷
に
耐
力
す
る
パ
ネ
ル
（
3
号
パ

ネ
ル
）
に
改
良
し
、
昨
年
後
半
の
加
熱
実

験
で
は
、
収
縮
量
、
収
縮
速
度
の
規
定
値

を
超
え
な
い
目
処
を
つ
け
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
強
度
試
験
に
掛
か
ろ
う
と
す
る
昨

年
末
に
、
試
験
機
関
か
ら
、
以
前
よ
り
指

摘
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
こ
の
パ

ネ
ル
の
主
要
構
造
部
が
、
建
設
省
告
示

1
4
4
6
号
「
建
築
物
の
基
礎
、
主
要
構

造
部
等
に
使
用
す
る
建
築
材
料
並
び
に
こ

れ
ら
の
建
築
材
料
」
以
外
を
含
む
と
判
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
発
想
転
換
し
て
、
1
時
間
耐
火

構
造
外
壁
と
し
て
の
t2
パ
ネ
ル
を
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
方
式
か
ら
新
し
い
方
式
へ
と
換

え
ま
す
。
た
だ
し
、
t2
パ
ネ
ル
の
1
号
パ

ネ
ル
、
2
号
パ
ネ
ル
は
、
耐
力
壁
で
は
な

い
各
種
の
耐
火
外
壁
、
間
仕
切
壁
に
は
活

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
試
行

錯
誤
で
の
技
術
蓄
積
は
、
屋
根
、
床
の
パ

ネ
ル
は
、
載
荷
加
熱
試
験
（
屋
根
30
分
、

床
１
時
間
）
に
、
役
立
ち
ま
し
た
。

t2
ユ
ニ
ッ
ト
活
用
法
の
拡
大

t2
の
12
年
末
か
ら
の
開
発
は
、
1
時
間

耐
火
構
造
外
壁
の
製
作
と
加
熱
実
験
の
繰

り
返
し
で
あ
り
ま
し
た
。
t2
の
コ
ン
セ
プ

ト
「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」「
増
や
せ

る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」
に
対
し
て
、

t2
の
耐
火
建
築
物
へ
の
挑
戦

ecom
s

41
号
に
記
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、

12
年
初
め
に
、
ア
ル
ミ
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

形
式
の
屋
根
、
外
壁
、
床
パ
ネ
ル
を
開
発

し
、
t2
の
試
作
、
静
岡
事
業
所
実
験
棟
を

完
成
、
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
t2
は
、

耐
火
建
築
物
を
目
指
し
ま
す
。

t2
は
、
基
本
的
に
は
、
t2
ユ
ニ
ッ
ト

を
鉄
骨
構
造
体
に
組
込
む
４
階
建
て
で
は

耐
火
建
築
物
と
な
り
ま
す
。
t2
ユ
ニ
ッ

ト
を
鉄
骨
構
造
体
の
各
階
の
人
工
地
盤
上

の
1
階
建
て
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
が
、
建
築
確
認
審
査
機
関
か
ら
、

t2
ユ
ニ
ッ
ト
も
4
階
建
て
建
築
物
の
一

部
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
屋

根
は
載
荷
65
㎏
／
㎡
で
の
30
分
、
構
造
（
耐

力
）
外
壁
は
ア
ル
ミ
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
形

式
の
場
合
載
荷
・
長
期
許
容
応
力
度
に
相

当
す
る
圧
縮
荷
重
で
の
１
時
間
、
床
は
載

荷
1
8
0
㎏
／
㎡
で
の
1
時
間
と
い
う
耐

火
性
能
が
必
要
で
す
。
そ
う
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
小
限
居
住
空
間
で
あ
る
t2
ユ
ニ

ッ
ト
に
は
過
剰
な
仕
様
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
t2
で
出
火
、
あ
る
い
は
、

延
焼
の
際
、
t2
ユ
ニ
ッ
ト
の
み
の
避
難
に

は
1
分
も
要
し
ま
せ
ん
。
屋
根
の
ア
ル
ミ

パ
ネ
ル
（
2
4
0
7
㎜
×
4
2
9
4
㎜
）
は

軽
量
で
、
約
2
5
0
㎏
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

t2
一
戸
建
て
住
宅
モ
デ
ル
に
示
し
た
ご
と

く
、
3
つ
の
t2
ユ
ニ
ッ
ト
を
1
定
の
空
間

を
と
り
部
屋
と
す
る
平
面
プ
ラ
ン
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
圧
縮
荷
重
数
t

の
外
壁

パ
ネ
ル
は
、
間
隔
を
お
い
て
配
置
さ
れ
る

ユ
ニ
ッ
ト
3
つ
を
連
結
す
る
梁
を
充
分
に

支
持
し
ま
す
。

ま
た
、
t2
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
設
備
機
器
や

家
具
什
器
を
含
め
て
も
、
総
重
量
が
3
t

弱
で
す
。
新
方
式
パ
ネ
ル
の
t2
ユ
ニ
ッ
ト

で
あ
れ
ば
、
屋
根
を
介
し
て
構
造
外
壁
に

荷
重
分
散
で
き
る
な
ら
ば
、
t2
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
数
個
積
層
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
は

可
能
で
す
。
静
岡
事
業
所
実
験
棟
で
は
、

鉄
骨
構
造
体
に
t2
ユ
ニ
ッ
ト
を
挿
入
す
る

こ
と
で
、
多
層
階
、
4
階
ま
で
を
実
現
し

ま
し
た
が
、
あ
た
か
も
「
親
亀
の
上
に
子

亀
を
の
せ
て
」
の
ご
と
く
、
転
倒
防
止
の

手
立
て
を
加
え
、
地
上
4
階
建
て
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

t2
の
新
た
な
試
み

第
１
に
、
t2
ユ
ニ
ッ
ト
の
軽
量
化
で
す
。

新
方
式
パ
ネ
ル
の
t2
は
、
そ
の
長
期
許
容

応
力
度
が
数
t

で
あ
る
た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト

の
4
角
に
配
す
る
な
ら
ば
、
他
の
パ
ネ
ル
は
、

構
造
外
壁
で
な
く
て
も
済
み
ま
す
。1
号
パ

ネ
ル
、
2
号
パ
ネ
ル
は
、
非
耐
力
壁
と
し
て

改
良
す
れ
ば
軽
量
化
し
、
t2
ユ
ニ
ッ
ト
も

全
体
で
軽
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
t2
ユ
ニ

ッ
ト
の
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、
空
調
、
給
湯

な
ど
の
設
備
ユ
ニ
ッ
ト
を
、
従
来
、
ユ
ニ
ッ

ト
の
出
入
口
側
（
共
用
通
路
側
）
に
配
置
し

て
い
ま
し
た
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
正
面
に
配

す
る
変
更
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

加
え
て
、
従
来
の
t2
、
す
な
わ
ち
、

t2
ユ
ニ
ッ
ト
と
鉄
骨
構
造
体
と
の
組
み
合

せ
も
、
鉄
単
管
足
場
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た

鉄
骨
構
造
体
に
よ
っ
て
、
容
易
に
組
み
立

て
、
解
体
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
回
転
貫
入
杭
を
用
い
突

出
さ
せ
（
1
階
は
ピ
ロ
テ
ィ
）、
そ
れ
ら

と
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
に
て
2
階
床
を
組
む
構

法
で
、
施
工
の
簡
便
化
す
る
こ
と
も
目
指

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
2
階
の
床
を
異

種
用
途
区
画
と
す
る
な
ら
ば
、
t2
ユ
ニ
ッ

ト
の
4
階
の
積
層
が
可
能
に
な
り
、
1
階

ピ
ロ
テ
ィ
が
駐
車
場
で
あ
る
5
階
建
て
の

集
合
住
宅
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
展
開
す
べ
て
は
、
８
月

の
１
時
間
耐
火
構
造
外
壁
（
t2
パ
ネ
ル
）

載
荷
加
熱
試
験
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
な
く
、
パ
ネ
ル

を
組
み
合
わ
せ
た
t2
の
壁
式
構
造
（
左

図
）
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
年
末
に
予
定

す
る
新
た
な
る
t2
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

シ
ス
テ
ム
の
発
表
を
ご
期
待
下
さ
い
。

1
時
間
耐
火
構
造
外
壁
パ
ネ
ル
は
、
30
分

の
屋
根
、
1
時
間
の
床
パ
ネ
ル
と
と
も
に

必
要
不
可
欠
で
す
。
現
在
、
長
期
許
容
応

力
度
に
相
当
す
る
圧
縮
荷
重
数
ｔ
に
耐
え

る
１
時
間
耐
火
構
造
外
壁
と
し
て
、
新
方

式
パ
ネ
ル
を
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
パ
ネ
ル
の
t2
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
ジ

ャ
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
5
に
出
展
し
た

その6

t2は、建設条件によって、耐火建築物とする必要があります。t2のプロトタイ
プが完成した１２年前半からは、ユニットを構成する屋根、外壁、床パネル
の耐火性能強化に取り掛かり、特に、１時間耐火構造外壁の燃焼実験を
繰り返してきました。

t2は、建設条件によって、耐火建築物とする必要があります。t2のプロトタイ
プが完成した１２年前半からは、ユニットを構成する屋根、外壁、床パネル
の耐火性能強化に取り掛かり、特に、１時間耐火構造外壁の燃焼実験を
繰り返してきました。

t2一戸建て住宅モデル。写真は２階のベランダをとって撮影したもの。
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Heatherwick
Studio

ヘ
ザ
ウ
ィ
ッ
ク・
ス
タ
ジ
オ（H

eatherw
ick 

Studio

）
は
、
1
9
9
4
年
、ト
ー
マ
ス
・

ヘ
ザ
ウ
ィ
ッ
ク
（Thom

as H
eatherw

ick

）

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ

ジ
オ
で
す
。
ヘ
ザ
ウ
ィ
ッ
ク
は
1
9
7
0

年
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

工
科
大
学
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ブ
・
ア
ー
ト
で
3
D
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま

し
た
。
2
0
0
6
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
王

立
芸
術
協
会
よ
り
最
年
少
で
王
室
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
任
命
さ
れ
る
ほ
か
、
イ
ギ
リ

ス
の
3
つ
の
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ザ
ウ
ィ
ッ
ク
が
手
掛
け
る
分
野
は
、

建
築
、
都
市
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
現
在
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
建
つ
グ
ー
グ
ル
の
新
本
社
屋
の
設

計
を
進
め
る
な
ど
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
の

み
な
ら
ず
、
世
界
中
か
ら
も
っ
と
も
注

目
さ
れ
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
ひ
と
り
で
す
。

2
0
1
2
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
に
「D

esigning the 
Extraordinary

」
と
あ
る
と
お
り
、
普
通

で
な
い
も
の
、
見
た
こ
と
も
な
い
も
の
を

世
に
送
り
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

普
通
で
な
い
、
見
た
こ
と
も
な
い
と
い

う
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
が
、

ヘ
ザ
ウ
ィ
ッ
ク
の
作
品
に
は
動
き
が
あ
る

と
い
う
点
で
す
。
本
号
で
は
、
世
界
中
で

実
現
し
て
い
る
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

か
ら
、ロ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ
（Rolling 

Bridge

、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
、2
0
0
5

年
）、
ペ
ー
パ
ー
・
ハ
ウ
ス
（Paper 

H
ouse

、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
、

2
0
0
9
年
）、
上
海
万
国
博
覧
会
イ
ギ

リ
ス
館
（U

K Pavilion

、
中
国
・
上
海
、

2
0
1
0
年
）、
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
台
（O

lym
pic Cauldron

、
イ

ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
、
2
0
1
2
年
）
の

動
く
作
品
4
つ
を
選
び
、
紹
介
し
ま
す
。

築
建く
動

vol.14

Rolling Bridgeローリング・ブリッジ
イギリス・ロンドン／2005年

グランド・ユニオン運河の支線の端部に位置するパディントン・ベイシン
という入江に設置された歩行者用の橋です。長さは12m。ここで働く人、こ
こに住む人の利便性を向上させることを目的に開発されました。
開発にあたっては、入江を運航するボートを考慮して、開閉できる可動橋
にする必要がありました。一般的に橋を開閉させるには、昇降式、回転式、
跳ね上げ式といった方法がありますが、ここで採用されたのは巻き上げ
式ともいえる手法です。

巻き上げには、手摺りに組み込んだ水槌ポンプを用います。水槌ポンプは、
手摺りを構成する8つの鋼製ピースの間に設置されており、この水槌ポンプ
の伸縮により、歩道がフラットになったり、巻き上げられたりするのです。ポ
ンプによる開閉ですから、途中で止めることも可能で、橋として使用しない
ときは円形の彫刻になるようになっています。
この架構は、サセックス海岸にあるLittlehampton Welding社でつくられ、
船でここまで運ばれ設置されました。

Movable extraordinary works

撮影（3点とも）：Steve Speller
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Olympic
Cauldron

ロンドン・オリンピック聖火台
イギリス・ロンドン／2012年

2012年のロンドン・オリンピックの聖火台です。参加国数である
204の花とそれを支える茎からできています。磨かれた銅ででき
た花は最初、フィールドに放射状に寝かされています。開会式で
は、聖火を掲げた7人がその周囲に集まり、花の部分に点火しま
した。炎は花から花へと燃え移り、最終的に204、すべての花に火
が灯ると、花と茎は根元の部分から立ち上がり、炎は宙に舞い上
がり、上方中央に向かって集結し、1つの力強い炎となり、聖火は
最終的な形になります。大地から人間が生まれるという人類の原
初的なイメージ、そしてオリンピックという人が集うイメージをこ
の聖火台は表現しています。

Paper
House
ペーパー・ハウス
イギリス・ロンドン／2009年

ロンドンのケンジントン・チェルシー王立区より依
頼され開発された新聞・雑誌販売のためのキオス
クです。ヘザウィック・スタジオはこの開発に当たり、
次の2つの事実を重視しました。

1．新聞・雑誌を販売する人は、棚にすべての新聞と
雑誌を陳列することに1時間以上を費やしている。

2．夜、キオスクが閉じられると何の面白味もない箱
と化す。そのため箱は、落書きされたり、ステッ
カーを貼られたりすることが多い。時には壊され
ることもあるため、シャッターで閉じられるように
なっている。

現状の1時間に対し、ヘザウィック・スタジオは15分
で準備が完了することを目標としました。また、キオ
スクの開閉に関しては、シャッターや蝶番のついた
パネルを用いることはせずに、曲面壁が回転するよ
うに可動する仕組みを考えました。これであれば雑
誌を棚に陳列したまま閉じることができます。外壁
は青銅ですが、天井に近い部分だけは採光のため
のガラス窓となっています。夜間はここが光ること
で、常夜灯のようにキオスクを輝かせます。

UK Pavilion上海万国博覧会 イギリス館
中国・上海／2010年

2010年5月から10月にかけて中国・上海で開催された上海国際博覧会の
イギリス館です。コンペティションによって、ヘザウィック・スタジオが設計
者に選ばれました。
ヘザウィック・スタジオはパビリオンの設計に当たり、映像や技術的な仕
掛けで来場者を驚かせるのではなく、単純さと明解さで勝負しようと考
えました。つまり、パビリオンを外から眺めるだけでも、あるいはテレビ
やインターネットで見るだけでも、現代のイギリスが伝わるようにしよう
と考えたのです。そういった際に用いられることが多いのは、パビリオン
建築に構造的な工夫を凝らすことですが、ここでは構造ではなくテクス
チャーの探究にエネルギーが注がれました。都市と自然の関係性、人び

との健康に対する植物の重要性、そして経済的な成功と社会変革の関
係性といったテーマで始まった調査から導き出されたのが、風にそよぐ
草原のようなファサードのイメージです。具体的には、映画『刑事ジョ
ン・ブック 目撃者』（1985年、監督：ピーター・ウィアー）の冒頭のシーン
がその源泉となっています。
具体的には、約15×15×10mの木造の構造体の表面から、長さ7.5ｍ、
6万本以上の透明なアクリルロッドが突き出ています。これによりパビリ
オンの外形は、波打つロッドより形づくられる不定型な曲線になりました。
ロッドの建物側先端部には250,000粒の植物の種が埋め込まれています。
日中、ロッドに沿って入った日光は種子とパビリオン内部を照らします。

©Christopher Morris/Corbis

撮影：Iwan Baan

撮影（3点とも）：Cristobal Palma

©sampics/Corbis

撮影：Edmund Sumner
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FREEDOM ARCHITECTS DESIGN
Architectural Knowledge Insti tute

アルミ・カレント

情報をオープンにすることで、
建築の質と住み手の信頼を高める  

フリーダムアーキテクツデザインによる建築知識研究所

住
宅
を
建
築
家
の
手
か
ら

住
み
手
の
側
に
取
り
戻
す

フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
（
以
下
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ

テ
ク
ツ
）
は
1
9
9
5
年
に
設
立
さ
れ
た

建
築
設
計
事
務
所
で
す
。
所
員
数
1
7
0

名
（
2
0
1
5
年
4
月
現
在
）、
年
間

3
2
0
棟
も
の
注
文
住
宅
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
手
建
築
設
計
事
務
所

と
は
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
注
文

住
宅
の
み
で
こ
れ
だ
け
を
手
掛
け
る
設
計

事
務
所
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

同
社
代
表
で
あ
る
鐘
撞
正
也
氏
に
は
、

高
い
品
質
の
住
宅
を
適
切
な
価
格
で
、
多

く
の
人
に
供
給
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
一
般
に
建
築
家
と
は
、
こ
れ

ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
、
独
創
的
な
建

物
を
つ
く
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
職
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
建
築
家
が
そ

の
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

芸
術
作
品
と
し
て
の
建
築
か
ら
多
く
の
感

動
を
得
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か

し
、
一
方
で
建
築
の
作
品
主
義
に
は
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
建
築
家
本
位

で
つ
く
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
コ
ス
ト
や

使
い
勝
手
が
ど
う
し
て
も
犠
牲
に
な
り

が
ち
で
す
。
そ
う
い
っ
た
建
築
家
本
位

で
つ
く
ら
れ
る
住
宅
設
計
の
流
れ
を
変

え
て
、
実
際
に
住
ん
で
使
う
側
の
気
持

ち
に
立
っ
た
住
宅
設
計
に
流
れ
を
切
り

替
え
る
こ
と
が
社
会
的
な
使
命
で
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
。

木
造
住
宅
の
知
を

W
E
B
上
に
結
集
す
る

そ
こ
で
フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
が

W
E
B
上
に
立
ち
上
げ
た
の
が
建
築
知
識

研
究
所
で
す
。
建
築
知
識
研
究
所
の
使
命

は
、
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
や
建
材
情
報
を
提
供

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
で
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ
テ

ク
ツ
は
年
間
3
2
0
棟
も
の
住
宅
を
実
現

し
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
み

手
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に

工
夫
し
た
間
取
り
や
詳
細
図
な
ど
多
大
な

設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
す
べ
て
自
由

に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
公
開
し
ま
し
た
。

対
象
は
設
計
事
務
所
に
限
り
ま
せ
ん
。
工

務
店
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
開
し
た
の

は
、
詳
細
な
納
ま
り
図
な
ど
の
デ
ィ
テ
ー

ル
で
す
。
現
在
5
0
0
を
超
え
る
木
造
住

宅
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
図
面
の
み
な
ら
ず
、
出
来
上
が
り
の

写
真
や
施
工
途
中
の
写
真
も
掲
載
す
る
こ

と
で
、
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
な

お
、
デ
ィ
テ
ー
ル
は
フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ

テ
ク
ツ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
登
録
さ
れ

た
会
員
設
計
事
務
所
か
ら
も
提
供
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に

関
し
て
、
評
点
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

特
徴
で
す
。

設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い

る
か
は
、
会
社
の
歴
史
や
規
模
、
情
報
の

取
得
環
境
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
組
織
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
設
計
士
が
そ
の
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
建
て
主
の
満
足

に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
木
造
住

宅
の
品
質
の
向
上
、
ひ
い
て
は
将
来
的
な

建
築
界
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

た
の
で
す
。

※
建
築
知
識
研
究
所
は
フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ
テ
ク

ツ
と
月
刊「
建
築
知
識
」を
発
行
す
る
株
式
会
社
エ

ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
と
の
共
同
事
業
で
す
。

オ
ー
プ
ン
に
し
な
い
と

住
み
手
の
信
頼
は
確
保
で
き
な
い

デ
ィ
テ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
建
築
知
識
研

究
所
が
事
業
の
柱
と
考
え
て
い
る
の
は
建

材
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
す
。
評
点
や
設

計
者
の
口
コ
ミ
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
点
は
、
デ
ィ
テ
ー
ル
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
同
様
。
現
在
60
以
上
の
メ
ー
カ

ー
の
2
4
0
以
上
の
建
材
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
そ
の
建
材
の
デ

ー
タ
を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
メ
ー
カ
ー
紹

介
ペ
ー
ジ
や
そ
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
リ
ン
ク

を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

注
目
す
べ
き
は
、
工
務
店
の
仕
入
れ
値
の

平
均
値
の
掲
載
も
試
み
て
い
る
こ
と
で
す
。

S
U
S
は
、
設
立
当
初
か
ら
カ
タ
ロ
グ

に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
掲
げ
、
1
ア
イ
テ
ム
1
プ
ラ
イ

ス
の
仕
切
り
値
な
し
で
販
売
を
続
け
て
い

ま
す
。
商
社
経
由
で
製
品
を
販
売
す
る
こ

と
が
一
般
的
な
業
界
で
、
仕
切
り
値
が
な

い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
世
界

で
し
た
か
ら
、
当
初
は
異
端
児
扱
い
で
し

た
。
し
か
し
、
販
売
価
格
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
、
買
う
側
に
と
っ
て
も
売
る

側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ひ

い
て
は
業
界
の
健
全
化
に
も
つ
な
が
る

と
の
思
い
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
。
建

築
知
識
研
究
所
も
志
は
同
じ
。
高
品
質

の
も
の
を
適
切
な
価
格
で
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
が
な
け
れ
ば
、
住
み
手
の
信
頼

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
に
近
づ
く
住
宅
設
計

デ
ィ
テ
ー
ル
の
C
A
D
デ
ー
タ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
1
万
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
の
数
字
は
、
デ
ィ
テ
ー
ル
情
報
に
対
す

る
高
い
需
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の

は
、
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
し
た
今
も
、

フ
リ
ー
ダ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
へ
の
引
き

合
い
は
増
え
続
け
て
い
る
点
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
次
の
事
実
を
意
味
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
建
築
が
で
き

て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
技

術
面
で
も
価
格
面
で
も
グ
レ
ー
な
部
分
が

多
々
あ
り
、
そ
の
状
況
に
対
し
て
住
み
手

も
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
建
築
は
ほ
か
の

製
造
業
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
発

達
に
よ
る
後
押
し
な
ど
も
あ
り
、
一
般
の

住
宅
設
計
は
、
一
品
一
様
の
世
界
か
ら
プ

ロ
ダ
ク
ト
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
世
界
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

高い品質の建築を低コストで多くの人に供給することはできないか。SUSがecomsというブランドを立ち上げ、
建築界に参入した背景にはこのような思いがありました。

幸い、SUSには、工場の生産設備の分野で同様の試みを実践した経験がありました。
工場で生産した品質の高い製品を標準品として用意し、

それを状況に応じて供給し、乾式で組み立てるというシステムです。
都度生産でないので価格は安くなり、しかも、数多くのアイテムより選ぶことができるので、

現場に合わせた使い勝手を実現することが可能です。
SUSという社名は、Standard Units Supplyの頭文字をとったもの。

まさに標準化されたユニットを供給することを目的として設立された企業なのです。
今回、フリーダムアーキテクツデザインによる建築知識研究所の試みを紹介するのは、SUSが目指すこととの間に

共通点を感じずにはいられないからです。共通点とは、標準化をもって建築界の常識に風穴を開けることです。

建築知識研究所のWEBサイトからダウンロードできる
ディテールの例。
図面のみならず、写真や解説も掲載されている。
http://freedomlab.jp/

か
ね
つ
く
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き
り
と
り

アルミ製ミニマル居住ユニットt2を用いた新しい居住スペース、居住スタイルの提案を募集する
SUS「t2住むためのプロダクト」Competition‘15の結果をお伝えします。

SUS「t2住むためのプロダクト」Competition‘15
結果発表

アンケートのお願い

至 人形町駅

至 JR神田駅

JR総武本線
新日本橋駅
5番出口

JR馬喰町駅
都営新宿線
馬喰横山駅
1番出口

日比谷線
小伝馬町駅
3番出口

江戸通り

銀座線・
半蔵門線
三越前駅
A3出口

清
州
橋
通
り

昭
和
通
り

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

首
都
高
速
１
号

中
央
通
り

三井
タワー

三越

ロ
ー
ソ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

至 岩本町駅

SUS㈱
東京事業所
ショールーム

Q1. ecoms43号をどのように入手されましたか。１つだけ選んで、番号に◯を付けて下さい。
１． 以前より送付されている ２． WEBサイトから申し込んだ ３． 展示会などのイベント会場で
４． お知合いの方より ５． 弊社エコムス営業より ６． 弊社ＦＡ営業より
７． その他（ ）

１． 初めて　　　２． ２冊目　　　３． ３冊目以上　　　４． 1号から読んでいる
Q2. ecoms43号をご覧いただいたのは何冊目ですか。１つだけ選んで、番号に◯を付けて下さい。

Q3. ecoms43号をご覧いただき、興味をもたれた記事を２つ選んで、番号に◯を付けて下さい。
１． ecomsブランドのコミュニケーション・醸成 ２． オフィスユースのためのライフ・プロダクト
３． デザイニング・NOW　SUS「t2住むためのプロダクト」セミナー報告
４． テクノロジーの挑戦02　ソーラー・インパルス2 5． t2増減動が可能なシステム その6
6． 動く建築14　Heatherwick Studio 7． アルミカレント フリーダムアーキテクツデザインと建築知識研究所 
8． シリーズ広告：パブロ・ピカソ 9． The History of Challenge by ecoms

Q4. エコムスのライフ・プロダクトで関心がある製品はどちらですか。
いくつでも番号に○をつけて、購入を検討されている製品の番号を□に入れてください。

１． GFファニチャー ２． システムシェルフ（HALFタイプ） ３． システムシェルフ（BOXタイプ）　
４． グリッドシェルフ 5． システムウォール 6． Yテーブル 7． クリフベッド 8． アルミステア

関心をもたれた製品のうち、
購入を検討されている製品の番号

Q5. ecomsの製品を購入したり、あるいは、依頼主に推薦したり、検討したりしたことがありますか。当てはまる番号すべてに、◯を付けて下さい。
１． 自宅用として購入した。 ２． 自宅用として購入を検討したことがある。 ３． 会社で購入した。
４． 会社で購入を検討したことがある。 ５． 設計事務所、建設会社などとして依頼主に推薦し、具現化した。
６． 設計事務所、建設会社などとして依頼主に推薦したが、具現化しなかった。
７． 設計事務所、建設会社などとして検討した。
８． 上記以外（ ）

Q6. ecomsの製品で購入したい、その検討したいものがありますか。当てはまる番号すべてに、◯を付けて下さい。
１． 住宅、店舗などの一般建築 ２． 待合室、喫煙ブース ３． イベント、ディスプレイなど
４． 外装材、エクステリア ５． 家具、インテリア ６． アルミ小物 ７． アルミルーバーなど建築部材　　
８． 上記以外（ ）

必要事項をご記入ください

A. 建築業 B. 設計事務所 C. 家具・インテリア D. 製造業
E.  広告・マスコミ F. その他の会社 G. 公務員
H. 主婦  I. 学生 J. その他

ご 職 業

お 名 前

会 社 名

部 署 名

TEL FAX E-mail

ご 住 所
（ 会社 ・ 自宅 ）

〒　　-

（　　　 ）　　 　- （　　　 ）　　 　-

ふりがな 年齢

03-5652-2394FAXの方は ecoms@sus.co.jpスキャンして
メールの方は

44
［2015年12月発行予定］

次 号 予 告

「百聞は一見に如かず」。アルミの有効な活用術を発見するには、実際に「モノ」を、
見て、触れて、動かして、ご自身で確かめていただくのがもっとも早く確実な方法です。
そのため、SUS東京事業所にはエコムス・ショールームを併設し、アルミ構造材シリー
ズ、建築システム、建築部材、家具といった「モノ」をリアルに体感いただける場をご用
意いたしました。
ご希望の方は、下記までご連絡（電話・メールとも可）いただき、ご相談の内容、ご都合
の日時をお伝えください。ショールームご見学は予約制です。

エコムス・ショールームのご案内

SUS株式会社 東京事業所 ショールーム
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F
電話番号 ： 03-5652-2393　メールアドレス ： ecoms@sus.co.jp
営業時間 ： 月～金（9:00-17:00）
担当：エコムスマーケティングチーム

いつも『ecoms』誌をご覧いただき、ありがとうございます。
今回の43号はいかがでしたでしょうか。弊社では、今後の『ecoms』誌
の編集や製品開発の参考にさせていただきたく、アンケートのご記入を
お願いしております。ご多忙中、まことに恐縮ですが、左頁アンケートに
ご記入の上、ファックスかメールでお送りください。

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で5名の方に、SUSオ
リジナル・アルミコースター（6枚セット）をプレゼントいたします。なお、
当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます（プレゼント応
募に限り2015年12月末日締切）。

アンケート・シート 43

■個人情報の取り扱いについて／ご記入いただく情報は、「製品およびサービス並びにそれに関する情報の提供およびご提案」「統計資料の作
成」「製品・サービスおよび利用に関する調査、アンケートのお願いおよびその後のご連絡」に使用させていただく場合がございます。

http://ecoms.sus.co.jpWEB ecomsサイト

Q7. ecoms誌を推奨したいお知り合いがいらしゃいませんか。そのお知り合いのお名前、ご住所をお教え下さい。43号以降をご送付致します。
■ご住所　〒　　　-

■会社名

■お名前
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アルミ建築の可能性・追求

ジャパンホーム&
ビルディングショー 2014

ジャパンショップ
2015

ジャパン ショップ
20 09

建築・建材展
2008

ジャパンショップ
2007

ジャパンショップ
2006

ジャパンショップ
2005

ジャパンショップ
2004

ジャパンショップ
2003

タイ工場
●ルーバー壁　　　
●ダブルスキン屋根

アルミテントハウス
●布材の採用

静岡事業所実験棟
●鉄骨構造体 滋賀事業所

エコムスファクトリー

●buddy

アルミガードハウス アルミの海の家Ⅲ

喫煙ブース 蕨駅NEWDAYS
●アルミパネル構法

フィルパーク赤坂
●allen

バカラショーケース

アルミの海の家Ⅰ

アルミ建築　の量産化アルミ建築のプロダクト化

ecomsの告知ecomsの  認知醸成ecomsブランドの構築

2004200520062007200820092010201120122013201420152016 2003

2004200520062007200820092010201120122013201420152016 2003

建

　築

　実

　績

　﹇工
法
等
﹈

展
示
会
出
展

P
R
誌

エコムスホール福島エコムスパビリオン

アルミの海の家Ⅱ

SUS福島工場社員寮

静岡M邸

●sudare

待合室 待合室 待合室待合室

スモーキングキューブ スモーキングハットスモーキングスタンド

アルミ製ホーム上家アルミ製ホーム上家
2008-2013年度
施工実績5棟

238棟
2008-2015年8月

施工実績

喫煙ブース

121棟
2008-2015年8月

施工実績

待合室

●tsubomi

エコムスハウス
●スライス連結　　
●積層構法　　　  
　（ラチスパネル）

●t2

The history of challenge by の挑戦
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3

エコムスマーケティングチーム　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F　TEL.03-5652-2393  FAX.03-5652-2394

ピ
カ
ソ
は
実
に
多
彩
な
様
式
の
作
品
群
を
世
に
残
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は「
あ
る
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
描
き
、あ
る
が
ま
ま
に
伝
え
る
」と
い
う
た
だ
1
つ
の

理
想
を
、追
究
し
た
故
の
結
果
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

e
c
o
m
s
の
ア
ル
ミ
シ
ス
テ
ム
ウ
ォ
ー
ル
は
、全
国
の
事
業
所
や
営
業
所
の
オ
フ
ィ
ス
で

当
社
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

製
品
に
関
す
る
要
望
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、開
発
の
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
日
々
改
良
の

努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

神なんて
まったくそこらの芸術家と変わらない。
キリンを、象をつくって、猫。
信ずる流儀などなく、
前と違うものをただつくり続ける。
パブロ・ピカソ


